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《改訂内容》

１．作業船等の評価(変更)
〔作業船評価加算点の増〕

２．海洋・港湾構造物設計士の評価(変更)
〔専門性の高い技術者資格（民間技術者資格）活用の推進〕

３．i-Construction大賞および建設マスターの評価(新規)
〔国土交通大臣表彰、顕彰等の評価〕

４．災害対策関係功労者表彰の評価(新規)

５．改訂点を踏まえた評価表の変更について

６．[参考]総合評価項目と配点について

令和2年度総合評価落札方式の評価改訂事項



１．（変更）
総合評価における作業船保有の評価方法について 1/5

※１ 共有（共同保有）の評価については、保有比率又は保険支払比率に応じて加点する。
※２ 点数は「企業の能力等」「技術者の能力等」「地域貢献度・精通度等」の合計が40点の場合。

[ ]内は「企業の能力等」「技術者の能力等」「地域貢献度・精通度等」の合計が20点の場合。
※３ 『環境性能』と『新造』の重複した評価はしない。〔評価は①＋②または①＋③とする〕

【現状】

【変更】

○ 作業船を使用する工事を対象とし、工事に使用する作業船の保有形態、新造、環境性能を総合評価にて
評価する。

○ 新造及び環境性能の加点を増やし、新造等の作業船の評価を高める。

評価点について、保有形態は現状と同じ２点満点とし、新造は３点満点、環境性能を２点満点と加点を増やす。

○総合評価における評価点の見直し

項目 
配   点 満 点 

（①+②or①+③） 保有形態① 新 造②※3 環境性能③※3 

自社保有 2.0[1.0] 3.0[1.5] 2.0[1.0] 5.0[2.5]or4.0[2.0] 

共有※１ 2.0[1.0] 3.0[1.5] 2.0[1.0] 5.0[2.5]or4.0[2.0] 

 

項目 
配   点 最 大 

（①+②or①+③） 保有形態① 新 造②※3 環境性能③※3 

自社保有 2.0[1.0] 2.0[1.0] 1.0[0.5] 4.0[2.0]or3.0[1.5] 

共有※１ 2.0[1.0] 2.0[1.0] 1.0[0.5] 4.0[2.0]or3.0[1.5] 
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		項目

		配　　　点

		満　点

（①+②or①+③）



		

		保有形態①

		新　造②※3

		環境性能③※3

		



		自社保有

		2.0[1.0]

		3.0[1.5]

		2.0[1.0]

		5.0[2.5]or4.0[2.0]



		共有※１

		2.0[1.0]

		3.0[1.5]

		2.0[1.0]

		5.0[2.5]or4.0[2.0]








		項目

		配　　　点

		最　大

（①+②or①+③）



		

		保有形態①

		新　造②※3

		環境性能③※3

		



		自社保有

		2.0[1.0]

		2.0[1.0]

		1.0[0.5]

		4.0[2.0]or3.0[1.5]



		共有※１

		2.0[1.0]

		2.0[1.0]

		1.0[0.5]

		4.0[2.0]or3.0[1.5]









【補足】評価対象作業船の保有形態について

②共有船舶
・当該船舶の保有あるいは保有船舶の現行機能を保持するにあたり、新造、改良、又は

機能追加のために必要となる経費を申請者を含む複数の者で負担している船舶。

１）評価項目
・自社保有船舶（共有船舶含む）使用の有無
・新造船（平成22年7月以降に建造した船舶）
・環境性能の高い自社保有船（共有船舶含む）又は下請作業船使用の有無

１．（変更）
総合評価における作業船保有の評価方法について 2/5

２）保有形態（自社保有、共有）の定義の明確化
①自社保有船舶

・申請者が１００％保有している船舶
・親会社（申請者）が５０％以上の株式を保有している子会社が保有する船舶

※子会社がその船舶を１００％保有する場合または親会社と共有で１００％保有している場合に限る。

・ファイナンスリース※を行っている船舶

※ファイナンスリース：便宜上、リース会社が建造・保有している船舶であって、実態として借り手（ユーザー）が
建造費を含めたリース料を支払いつつ、自社船と同等の維持、使用を行う船舶。
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⭕『保有形態』の評価方法は、以下のとおり「登記簿」の保有比率又は、「海上保険証券」の保険支払比率に応じて加

点する。
１位 登記簿の保有比率50%以上又は、海上保険証券の保険支払比率50%以上（2.0点）
２位 登記簿の保有比率20%以上50%未満又は、海上保険証券の保険支払比率20%以上50%未満（1.0点）
３位 登記簿の保有比率20%未満又は、海上保険証券の保険支払比率20%未満（0.5点）

⇒証明資料： 「登記簿」、「海上保険証券」

⭕『環境性能』の評価方法は、以下のとおり作業船に設置されたクレーン原動機や主発電機等の取替等に関わる企

業の出資比率に応じて加点する。なお、加点期間は、原動機製造後（新品取替）15年※ 、中古船については建造後
15年※を標準とする。
１位 出資持ち分比率が50%以上（2.0点）
２位 出資持ち分比率が20%以上50%未満（1.0点）
３位 出資持ち分比率が20%未満（0.5点）

⇒証明資料： 「登記簿」、「国際大気汚染防止原動機証書」、「売買契約書」

⭕『新造』の評価は、以下のとおり平成22年7月以降に自ら「新造」したものを対象とし、新造のみに関わる企業の出資

比率に応じて加点する。なお、加点期間は、新造後15年※を標準とする。
１位 出資持ち分比率が50%以上（3.0点）
２位 出資持ち分比率が20%以上50%未満（1.5点）
３位 出資持ち分比率が20%未満（0.5点）

⇒証明資料： 「登記簿」、「国際大気汚染防止原動機証書」、「売買契約書」

【総合評価における評価方法の見直し】

※減価償却資産の耐用年数等に関する省令（機械及び装置以外の有形減価償却資産の耐用年数表）を参考

○ 「登記簿」での保有比率、機器購入、新造への出資比率に区分を設定し、加点することに変更する。
○ 保有形態の評価に、船舶の管理運営状況を示す「海上保険証券」の支払比率を追加し、比率による加点

区分を設けた。

１．（変更）
総合評価における作業船保有の評価方法について 3/5
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令和元年度より、新造船を含めた環境性能による作業船保有の評価を行っているところであるが、『新造船』および
『環境性能』の適用については、下記のとおり。

■新造船

※海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律等の一部改正（平成22年7月施行）

■環境性能

・『環境性能』の評価は、作業船を保有するとともに「海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律第19条の3」
に基づく「窒素酸化物排出量に係る放出基準」を満足しているものを対象とし、作業船に設置されたクレーン原
動機や主発電機等の「全ての原動機製造後（新品取替）」及び「中古船の買収」のみに関わる企業の出資比率
に1.0点を乗じた点数を加点する。なお、加点期間は、原動機製造後（新品取替）15年、中古船については建造
後15年を標準とする。

⇒証明資料： 「登記簿」、「社会保険証券」、 「国際大気汚染防止原動機証書」、「売買契約書」等

・『新造』の評価は、平成22年7月以降に自ら「新造」し、かつ作業船の財産を保有するとともに「海洋汚染等及び
海上災害の防止に関する法律第19条の3」に基づく「窒素酸化物排出量に係る放出基準」を満足するものを対象
とし、新造のみに関わる企業の出資比率に2.0点を乗じた点数を加点する。なお、加点期間は、新造後15年を標
準とする。

⇒証明資料： 「登記簿」、「社会保険証券」、 「国際大気汚染防止原動機証書」、「売買契約書」等

総合評価における作業船保有の評価方法について 4/5

❑ 参考 ❑
１．（変更）

「新造船」および「環境性能」の考え方
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総合評価における作業船保有の評価方法について 5/5

❑ 参考 ❑
１．（変更）

①ポンプ浚渫船 ⑨クレーン付台船

②グラブ浚渫船 ⑩杭打船

③バックホウ浚渫船 ⑪コンクリートミキサー船

④リクレーマ船 ⑫ケーソン製作用台船

⑤バージアンローダ船 ⑬深層混合処理船

⑥空気圧送船 ⑭サンドドレーン船

⑦旋回起重機船 ⑮サンドコンパクション船

⑧固定起重機船

対 象 主 作 業 船 一 覧 表
下表に示す主作業船のうち原動機が設定されている船舶を対象（規格は問わない）とする。

（出典）港湾請負工事積算基準2-1-(16)「主な港湾工事用作業船の積算基準上の扱い」
のうち、主作業船を抜粋
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より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者とし
て従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（港湾構造物工事に限り、
海洋・港湾構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

5

1

2

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況、又は専門性
の高い資格（港湾構造物工事に限り、海洋・港湾構造物設計士の資格も
可）から選択。

1

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技
術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）
の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置 ※重複加点
しない。

3

3

0

4

3 6

2

0

2

技
術
者
の
能
力
等

⑥過去１５ヶ年度以降に申請され
た同種工事実績

同種性

4

6

立場

2

0

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）
の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任
補助者に限る）

6

評価項目 評価基準 作業船評価
対象

○ 港湾構造物の品質確保と円滑な施工を実施するとともに、当該工事における現場不一致等への迅速な対応を図る
ため、工事全般の施工管理等の職務を担う配置予定監理技術者（技術指導者含む）の有益な資格として、「海洋・
港湾構造物設計士」を加点評価の対象資格に追加する。

○ 総合評価の『技術者の能力等』において加点評価を行う。

評価項目 評価基準 配点

専門性の高い資格（海
上構造物工事に限り、
海洋・港湾構造物設計
士の資格も可）

「海洋・港湾構造物設計士」の
資格の取得あり

1.0

「海洋・港湾構造物設計士」の
資格の取得なし

0

（例）

※原則、港湾構造物（岸壁、護岸、防波堤等）を施工する工事を
対象とする。

（参考）上記と同様に有益な資格等として、 「ＣＰＤ（継続教育）」や
、専門性の高い資格「海上工事施工管理技術者」等も評価
対象であるが、各資格の重複評価は行わない。

（例）

２．（変更）
総合評価での海洋・港湾構造物設計士の評価について
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1-1(1)配点標準(R2) 



		評価項目及び配点（標準Ver.） ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ																				
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

										Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ												Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ								Ａランク以外
（資料1-6） イガイ												Aランク
（資料1-7）

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ																				(30点)
40点 テン テン																				50点

		企業の能力等								16点				16点				16点				17点				20点				8点				8点				8点				8.5点				10点				［15点］ テン

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				5.0				4.0				4.0				6.0				6.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［8.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［6.0］

						ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				［1.0］

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-

						優良工事表彰						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0		-

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				0.5				1.0				1.0				1.0				1.0				0.5				1.0		-

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		-

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				16点				16点				18点				20点				8点				8点				8点				9点				10点				［15点］ テン

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				3.0				4.0				［9.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				4.0				4.0				［6.0］

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				3.0				3.0				3.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				8点				8点				5点				-				4点				4点				4点				2.5点 テン				-				-								 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				3.0				4.0				-				-				0.5				1.0				2.0				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				4.0				4.0				-				-				1.0				2.0				2.0				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				-				-				1.0				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				-				-				5.0				-				2.5				-				-				2.5				-				-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点 テン																				(50点)
60点 テン テン																				［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-2,3(R2)

																														資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ						評価項目		評価基準		配点

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																														資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況、又は専門性の高い資格（港湾構造物工事に限り、海洋・港湾構造物設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク コウワン コウゾウブツ カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（港湾構造物工事に限り、海洋・港湾構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ コウワン コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウワン コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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				評価項目		評価基準		配点

				優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

						事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

				災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1
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				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

								i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1

						⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

								登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		0.5		0.5

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ











より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港
関係）（2ヶ年）

局長表彰あり
（※優良工事との重複評価はしない）

i-Construction大賞（2ヶ年）
i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり
（※優良工事表彰、安全優良工事表彰と同一工事の
場合は重複評価はしない）

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

優良工事における下請負者表彰（2ヶ
年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

配点

1

登録基幹技能者等の配置・建設マス
ター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

④新技術等に対する取り組み 1

0.5

1
⑤優良工事の下請者表彰および
現場技能者等の配置

0.5
最大

加点数

1.5

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

1

1

1

③過去○ヶ年度における北陸地
方整備局（港湾空港関係）等の各
表彰

0.5

最大
加点数

2.5

3

0

0

-5

2

1

評価項目 評価基準 作業船評価
対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績

5

5

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工
種区分）の平均請負工事成績評定点

6

6

5

4

3

○ i-Construction大賞（国土交通大臣賞、優秀賞）について、一位評価として全地方整備局等で行う。
（地整局長表彰は、従前通り整備局等管内のみの評価とする）。

○ 元請け又は下請けの配置予定現場従事者が、『建設ジュニアマスター』又は「建設マスター」を顕彰している場合に
加点評価する。

（例）

（例） 【施工能力評価型Ⅱ型】

３．（新規）
i-Construction大賞および建設マスター等の評価について

評価項目 評価基準 配点

登録技能者等の配置・
建設マスター等の顕彰

・海上基幹起重基幹技能者
・建設マスター

1.0

・海上起重作業管理技士
・建設ジュニアマスター

0.5

（例）

※原則、若手技術者登用促進型（工事）を全て対象
※技能者申請は元請所属でも可

評価項目 評価基準 配点

優良工事表彰（参加要件の
工種区分）（2ヶ年）

局長表彰あり 1.0
1.0

事務所長表彰あり 0.5

i-Construction大賞（2ヶ年）
i-Construction大賞
国交大臣賞、優秀賞）あり

1.0

※整備局長表彰と同等の評価とする。なお、i-Construction対象で
受賞した同工事については、重複した加点評価は行わない。
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1-1(1)配点標準(R2) 



		評価項目及び配点（標準Ver.） ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ																				
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

										Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ												Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ								Ａランク以外
（資料1-6） イガイ												Aランク
（資料1-7）

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ																				(30点)
40点 テン テン																				50点

		企業の能力等								16点				16点				16点				17点				20点				8点				8点				8点				8.5点				10点				［15点］ テン

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				5.0				4.0				4.0				6.0				6.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［8.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［6.0］

						ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				［1.0］

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-

						優良工事表彰						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0		-

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				0.5				1.0				1.0				1.0				1.0				0.5				1.0		-

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		-

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				16点				16点				18点				20点				8点				8点				8点				9点				10点				［15点］ テン

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				3.0				4.0				［9.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				4.0				4.0				［6.0］

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				3.0				3.0				3.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				8点				8点				5点				-				4点				4点				4点				2.5点 テン				-				-								 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				3.0				4.0				-				-				0.5				1.0				2.0				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				4.0				4.0				-				-				1.0				2.0				2.0				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				-				-				1.0				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				-				-				5.0				-				2.5				-				-				2.5				-				-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点 テン																				(50点)
60点 テン テン																				［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-2,3(R2)

																														資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ						評価項目		評価基準		配点

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																														資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり
（※優良工事との重複評価はしない） キョクチョウ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり
（※優良工事表彰、安全優良工事表彰と同一工事の場合は重複評価はしない） ヒョウショウ アンゼン ユウリョウ コウジ ヒョウショウ ドウイツ コウジ バアイ		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1						0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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				評価項目		評価基準		配点

				優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

						事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

				災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1
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				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

								i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1

						⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

								登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		0.5		0.5

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ











より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港
関係）（2ヶ年）

局長表彰あり
（※優良工事表彰と重複評価はしない。）

i-Construction大賞（2ヶ年） i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

優良工事における下請負者表彰（2ヶ
年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

配点

1

登録基幹技能者等の配置・建設マス
ター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

④新技術等に対する取り組み 1

1

0.5

⑤優良工事の下請者表彰および
現場技能者等の配置

0.5
最大

加点数

1.5

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

1

1

1

③過去○ヶ年度における北陸地
方整備局（港湾空港関係）等の各
表彰

0.5

最大
加点数

2.5

3

0

0

-5

2

1

評価項目 評価基準 作業船評価
対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績

5

5

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工
種区分）の平均請負工事成績評定点

6

6

5

4

3

４．（新規）
災害対策関係功労者表彰の評価について

【目的】
・災害発生時の航路啓開や港湾施設等復旧を迅速に推進するため、北陸地方整備局（港湾空港部）との災害

協定に基づく相互協力体制の強化を図るべく、総合評価において災害対応の活動実績について評価する。
【評価対象】
・北陸地方整備局港湾空港部との協定、または要請に基づく災害対応活動により、北陸地方整備局長からの

災害対策関係功労者表彰企業を対象に加点評価する。ただし、優良工事表彰との重複評価は行わない。

○総合評価における加点条件
①北陸地方整備局港湾空港部との協定の有無（団体・協会等への加盟状況）
②北陸地方整備局港湾空港部との協定、もしくは要請への対応として災害対策活動の実績を有し、北陸地方整備局長から
「災害対策関係功労者表彰」を受賞した企業

○確認方法

❑確認方法；表彰状の写し（コピー）の提出

○評価内容

❑優良工事表彰と同水準の価値であるものとして
評価する。（加点期間は2年）

評価項目 評価基準 配点

優良工事表彰
（参加要件の工種区分）（2ヶ年）

局長表彰あり 1.0
1.0

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰
（港湾空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり（※) 1.0

（例）

※優良工事表彰との重複評価は行わない。
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1-1(1)配点標準(R2) 



		評価項目及び配点（標準Ver.） ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ																				
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

										Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ												Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ								Ａランク以外
（資料1-6） イガイ												Aランク
（資料1-7）

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ																				(30点)
40点 テン テン																				50点

		企業の能力等								16点				16点				16点				17点				20点				8点				8点				8点				8.5点				10点				［15点］ テン

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				5.0				4.0				4.0				6.0				6.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［8.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［6.0］

						ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				［1.0］

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-

						優良工事表彰						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0		-

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				0.5				1.0				1.0				1.0				1.0				0.5				1.0		-

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		-

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				16点				16点				18点				20点				8点				8点				8点				9点				10点				［15点］ テン

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				3.0				4.0				［9.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				4.0				4.0				［6.0］

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				3.0				3.0				3.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				8点				8点				5点				-				4点				4点				4点				2.5点 テン				-				-								 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				3.0				4.0				-				-				0.5				1.0				2.0				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				4.0				4.0				-				-				1.0				2.0				2.0				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				-				-				1.0				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				-				-				5.0				-				2.5				-				-				2.5				-				-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点 テン																				(50点)
60点 テン テン																				［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-2,3(R2)

																														資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ						評価項目		評価基準		配点

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																														資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり
（※優良工事表彰と重複評価はしない。） キョクチョウ ユウリョウ コウジ ヒョウショウ ジュウフク ヒョウカ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1						0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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				評価項目		評価基準		配点

				優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

						事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

				災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1
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				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

								i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1

						⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

								登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		0.5		0.5

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ











より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾空港
関係）（2ヶ年）

局長表彰あり
（※優良工事との重複評価はしない。）

i-Construction大賞（2ヶ年） i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰（2ヶ
年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

1

0.5

0.5

0.25

登録基幹技能者等の配置・建設マス
ター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

④新技術等に対する取り組み 1 1

⑤優良工事の下請者表彰および
現場技能者等の配置

0.5
最大

加点数

1.5

0.5
最大

加点数

1.0

企
業
の
能
力
等

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

1 2

1 2

1 2

③過去○ヶ年度における北陸地
方整備局（港湾空港関係）等の各
表彰

0.5

最大
加点数

2.5

1

最大
加点数

4

1 1

0 0

-5 -5

3

2 2

1 1

6

43 2

0 0

評価項目 評価基準

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績

5

5

4

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工
種区分）の平均請負工事成績評定点

6

6

6

5 5

4 4

3

５．改訂点を踏まえた評価表の変更点について

【評価表の変更目的】
(1)表彰評価の最大加算点について
・表彰関係評価については、新たな評価対象追加の都度、全体の加算点合計を考慮して評価表の改訂を行ってきているが、今回の改訂で
は新たに２項目増え、全体加算点合計に対するバランスの維持が課題になってきている。このため、今後の改訂等も見据え、表彰関係評
価は、発注型式毎に表彰関係の最大合計加算点を定めた評価方法に変更する。

(2)施工体制計画の評価について
・現行の施工体制計画に対する評価については、「優良工事における下請負者表彰」の配置を評価対象としているところであるが、現場技
能者等（基幹技能者、建設マスター等）の配置計画評価を加えた「企業能力＋技能者能力」とする評価として、発注型式毎に最大加算点を
定めた評価方法に変更する。

（１）表彰評価

（２）施工体制計画の評価

（例）

1/2
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1-1(1)配点標準(R2) 



		評価項目及び配点（標準Ver.） ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ																				
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

										Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ												Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ								Ａランク以外
（資料1-6） イガイ												Aランク
（資料1-7）

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ																				(30点)
40点 テン テン																				50点

		企業の能力等								16点				16点				16点				17点				20点				8点				8点				8点				8.5点				10点				［15点］ テン

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				5.0				4.0				4.0				6.0				6.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［8.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［6.0］

						ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				［1.0］

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-

						優良工事表彰						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0		-

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				0.5				1.0				1.0				1.0				1.0				0.5				1.0		-

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		-

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				16点				16点				18点				20点				8点				8点				8点				9点				10点				［15点］ テン

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				3.0				4.0				［9.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				4.0				4.0				［6.0］

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				3.0				3.0				3.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				8点				8点				5点				-				4点				4点				4点				2.5点 テン				-				-								 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				3.0				4.0				-				-				0.5				1.0				2.0				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				4.0				4.0				-				-				1.0				2.0				2.0				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				-				-				1.0				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				-				-				5.0				-				2.5				-				-				2.5				-				-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点 テン																				(50点)
60点 テン テン																				［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-2,3(R2)

																														資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ				①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ						評価項目		評価基準		配点

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり
（※優良工事との重複評価はしない。） キョクチョウ ユウリョウ コウジ ジュウフク ヒョウカ		1						2						2										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

								⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1						0.5						0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																														資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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				評価項目		評価基準		配点

				優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

						事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

				災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1
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				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1

								i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1

						⑤優良工事の下請者表彰および現場技能者等の配置 ユウリョウ コウジ シタウ シャ ヒョウショウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

								登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		0.5		0.5

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ











５．改訂点を踏まえた評価表の変更点について

〔 建設マスター、建設ジュニアマスター申請時の注意点 〕

【加点表の例】

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） 0.5点 0.5点

1.0点 0.5点

0.5点 0.25点

（１）最大加点〔 １．５点 〕の例

工事名

0.5点

登録海上起重基幹技能者 1.0点 建設マスター（潜水工） 1.0点

海上起重作業管理技士 0.5点 建設ジュニアマスター（建設機械運転（海上）） 0.5点

（２）最大加点〔 １．０点 〕の例

工事名

0.5点

建設マスター（鉄筋工） 0.5点

建設マスター（コンクリート工(※圧送)） 0.5点

海上起重作業管理技士 0.25点 建設ジュニアマスター（鉄筋工） 0.25点

加点計

3.0点

評価点

1.5

最大加点

1.5

⑤下請表彰企業および
   現場技能者等の配置

最大

加点数

1.5

最大

加点数

1.0
登録海上起重基幹技能者、　建設マスター

海上起重作業管理技士、　建設ジュニアマスター

防波堤築造工事

表彰あり

技 能 者 の 申 請

表彰あり

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年）

登録基幹技能者等の配置・建設マスター等
の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

評価基準

評価点

0.75点

最大加点

1.0点

加点計
0.75点

ケーソン製作工事

表彰あり

技 能 者 の 申 請

登録海上起重基幹技能者 0.5点

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年）

建設マスターと建設ジュニアマスター
の申請は両方評価。
（※各ランクにおいて1名を評価。）

同じランクでの複数名申請評価は
職種に関係なく１名分のみ。

ランクが違えば同一職種であっても
評価対象。
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				【加点表の例】 カテン ヒョウ レイ

				評価項目 ヒョウカ コウモク				評価基準 ヒョウカ キジュン				配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク

				⑤下請表彰企業および
   現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり				0.5点 テン		最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5点 テン		最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

						登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者、　建設マスター ケンセツ				1.0点 テン				0.5点 テン

								海上起重作業管理技士、　建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ				0.5点 テン				0.25点 テン



				（１）最大加点〔 １．５点 〕の例 サイダイ カテン テン レイ

				工事名 コウジ メイ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ								加点計

3.0点 カテン ケイ テン		最大加点

1.5 サイダイ カテン		評価点

1.5 ヒョウカ テン

				防波堤築造工事 ボウハテイ チクゾウ コウジ		表彰あり						0.5点 テン

						技 能 者 の 申 請 ワザ ノウ モノ サル ショウ

						登録海上起重基幹技能者 トウロクカイジョウキジュウキカンギノウシャ		1.0点 テン		建設マスター（潜水工） ケンセツ センスイ コウ		1.0点 テン

						海上起重作業管理技士 カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ		0.5点 テン		建設ジュニアマスター（建設機械運転（海上）） ケンセツ ケンセツ キカイ ウンテン カイジョウ		0.5点 テン



				（２）最大加点〔 １．０点 〕の例 サイダイ カテン テン レイ

				工事名 コウジ メイ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ								加点計
0.75点 カテン ケイ テン		最大加点

1.0点 サイダイ カテン テン		評価点

0.75点 ヒョウカ テン テン

				ケーソン製作工事 セイサク コウジ		表彰あり						0.5点 テン

						技 能 者 の 申 請 ワザ ノウ モノ サル ショウ

						登録海上起重基幹技能者 トウロクカイジョウキジュウキカンギノウシャ		0.5点 テン		建設マスター（鉄筋工） ケンセツ テッキン コウ		0.5点 テン

										建設マスター（コンクリート工(※圧送)） ケンセツ コウ アッソウ		0.5点 テン

						海上起重作業管理技士 カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ		0.25点 テン		建設ジュニアマスター（鉄筋工） ケンセツ テッキンコウ		0.25点 テン







1-1(1)配点標準(R2) 

		Ｒ２．６改訂 カイテイ																																																資料１－１（１） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（標準Ver.） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ																				
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

										Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ												Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ								Ａランク以外
（資料1-6） イガイ												Aランク
（資料1-7）

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ																				(30点)
40点 テン テン																				50点

		企業の能力等								16点				16点				16点				17点				20点				8点				8点				8点				8.5点				10点				［15点］ テン

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				5.0				4.0				4.0				6.0				6.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［8.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				2.0				2.0				2.0				2.0				2.0				［6.0］

						ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ				-				-				-				-				-				-				-				-				-				-				［1.0］

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-

						優良工事表彰						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0		-

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				2.0				2.0				1.0				2.0				1.0				1.0				1.0				1.0				2.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				0.5				1.0				1.0				1.0				1.0				0.5				1.0		-

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		-

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				16点				16点				18点				20点				8点				8点				8点				9点				10点				［15点］ テン

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				3.0				4.0				［9.0］

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				7.0				8.0				3.0				3.0				3.0				4.0				4.0				［6.0］

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				3.0				3.0				3.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				8点				8点				5点				-				4点				4点				4点				2.5点 テン				-				-								 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				3.0				4.0				-				-				0.5				1.0				2.0				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				4.0				4.0				-				-				1.0				2.0				2.0				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				-				-				1.0				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				-				-				5.0				-				2.5				-				-				2.5				-				-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点 テン																				(50点)
60点 テン テン																				［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-1(2)配点別途v1(R2)

		Ｒ２．６改訂 カイテイ																																																																		資料１－１（２） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.１） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ベット セッテイ

		項　　　目								非施工体制確認型 ヒ セコウ タイセイ カクニン カタ												施工体制確認型

										施工能力評価型																																技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ																								特定専門
工事
審査型

										Ⅱ型												Ⅰ型																				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ

																						施工計画重視型 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ												チャレンジ型 カタ																地元企業活用審査型 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ								地域精通度評価型 チイキ セイツウ ド ヒョウカ ガタ

										
Aランク以外
（資料1-9） イガイ												Ａランク以外
（資料1-10） イガイ												Ａランク以外
（資料1-11） イガイ						Aランク
（資料1-12）		Aランク以外
（資料1-13） イガイ						Aランク
（資料1-14）		Aランク
（資料1-15）								Aランク
（資料1-16）								Aランク
(資料1-17)

										作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク				作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ				作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案								-												20点												30点								（30点）
40点 テン テン								（30点）
40点 テン テン								（30点）
40点 テン テン								20点

		企業の能力等								12点				12点				12点				7点				8点				8点				4点		4点		4点		5点		4点		4点		4点		5点		8点				9点				9点				10点				9点

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				4.0				4.0				4.0				1.0				1.0				1.0				2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0				2.0				2.0				2.0				2.0

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				1.0				1.0				1.0				1.0		1.0		1.0		2.0		1.0		1.0		1.0		2.0		2.0				2.0				2.0				2.0				2.0

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				-				-				-				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		-		-		-		-		-		-		-		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数3.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数4.0 サイダイ カテン スウ		1.0		最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5

						優良工事表彰				-				-				-						1.0				2.0				2.0		-		-		-		-		-		-		-		-				1.0				1.0				1.0				2.0				1.0

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ				-				-				-						1.0				2.0				2.0		-		-		-		-		-		-		-		-				1.0				1.0				1.0				2.0				1.0

						i-Construction大賞 タイショウ				-				-				-						1.0				2.0				2.0		-		-		-		-		-		-		-		-				1.0				1.0				1.0				2.0				1.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ				-				-				-						1.0				1.0				1.0		-		-		-		-		-		-		-		-				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0				1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0				1.0				1.0				1.0						1.0

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		-		-		-		-		-		-		-		-		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.5		0.5

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				0.5				0.5				0.5				1.0				0.5				0.5																				0.5				0.5				1.0				0.5				1.0

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								12点				12点				12点				7点				8点				8点				4点		4点		4点		5点		4点		4点		4点		5点		8点				9点				9点				10点				9点

						同種工事実績				6.0				6.0				6.0				2.0				3.0				3.0				2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		3.0				3.0				3.0				3.0				3.0

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				6.0				3.0				3.0				3.0				1.0		1.0		1.0		2.0		1.0		1.0		1.0		2.0		4.0				4.0				4.0				4.0				4.0

						北陸地方整備局管内における工事実績 ホクリク チホウ セイビキョク カンナイ コウジ ジッセキ				-				-				-				-				-				-				-		-		-		-		-		-		-		-		-				-				1.0				1.0				-

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				-				-				-				1.0				1.0				1.0				-		-		-		-		-		-		-		-		1.0				1.0				1.0				1.0				1.0

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				-				-				-				1.0				1.0				1.0				1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		-				1.0				-				1.0				1.0

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								6点				6点				6点				6点				4点				4点				2点		2点		2点		-		2点		2点		2点		-		2点 テン				-				2点				-				2点

						本店の有無 ホンテン ウム				2.0				2.0				3.0				2.0				1.0				2.0				0.5		0.5		1.0		-		0.5		0.5		1.0		-		-				-				-				-				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				3.0				3.0				1.5				2.0				2.0				1.0		1.0		1.0		-		1.0		1.0		1.0		-		-				-				-				-				-

						作業船の保有状況				-				1.0				-				-				1.0				-				0.5		0.5		-		-		0.5		0.5		-		-		-				-				-				-				-

						作業船評価 ヒョウカ				2.5				-				-				2.5				-				-				-		-		-		-		-		-		-		-		2.0				-				2.0				-				2.0

		地元企業の活用状況 ジモト キギョウ カツヨウ ジョウキョウ								-				-				-				-				-				-				-		-		-		-		-		-		-		-		2点 テン				2点 テン				-				-				-

		特定専門工事の施工計画 トクテイ センモン コウジ セコウ ケイカク								-				-				-				-				-				-				-		-		-		-		-		-		-		-		-				-				-				-				10点

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								30点												40点												40点								（40点）
50点 テン テン								（50点）
60点 テン テン								（50点）
60点 テン テン								50点



		ヒアリング								実施しない



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								-												30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　・技術提案評価型Ｓ型（地元企業活用審査型）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１２点であるが、加算点の付与は９点を上限とする。 ギジュツ テイアン ジモト キギョウ カツヨウ シンサ カタ カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		  　・技術提案評価型Ｓ型（地域精通度評価型）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１３点であるが、加算点の付与は１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		  　・施工能力評価型Ⅰ型チャレンジ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が５点・6点であるが、加算点の付与は４点・5点を上限とする。

		  　・技術提案評価型Ｓ型チャレンジ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が５点・6点であるが、加算点の付与は４点・5点を上限とする。 ギジュツ テイアン











1-1(3)配点別途v2(R2)

		Ｒ２．６改訂 カイテイ																						資料１－１（３） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.２） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ベット セッテイ

		項　　　目								施工体制確認型

										施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ								技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

										Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ								Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ

										ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工，施工者希望型） カツヨウ ガタ シュンセツ コウ セコウシャ キボウ ガタ

										Ａランク以外
（資料1-18）
（資料1-19） イガイ シリョウ シリョウ				Aランク
(資料1-20）
（資料1-21） シリョウ シリョウ				Ａランク以外
(資料1-22） イガイ シリョウ				Aランク
(資料1-23） シリョウ

										作業船対象 サギョウセン タイショウ

		施工計画、技術提案								　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ								(30点)
40点 テン テン

		企業の能力等								16点				17点				8点				8.5点

				元請能力 モトウ ノウリョク		同種工事実績				3.0				5.0				1.0				1.0

						請負工事成績評定点				6.0				6.0				1.5				1.5

						工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ				最大加点数2.5 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5		最大加点数1.5 サイダイ カテン スウ		-		最大加点数2.0 サイダイ カテン スウ		0.5

						優良工事表彰						1.0				1.0				1.0				1.0

						災害対策関係功労者表彰 サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ						1.0				1.0				1.0				1.0

						i-Construction大賞 タイショウ						1.0				1.0				1.0				1.0

						安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ						1.0				0.5				0.5				0.5

						新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク				1.0				1.0				1.0				1.0

						 ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク				2.0				2.0				2.0				2.0

				施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		優良工事下請負者表彰企業
および現場技能者等の配置 キギョウ ゲンバ ギノウシャ トウ ハイチ		下請優良 シタウ ユウリョウ		最大加点1.5		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5		最大加点1.0		0.5

								現場技能者の配置 ゲンバ ギノウシャ ハイチ				1.0				0.5				0.5				0.5

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ								16点				18点				8点				9点

						同種工事実績				6.0				7.0				3.0				3.0

						請負工事成績評定点				6.0				7.0				3.0				4.0

						優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ				3.0				3.0				1.0				1.0

						CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ				1.0				1.0				1.0				1.0

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド								8点				5点				4点				2.5点										 

						本店の有無 ホンテン ウム				1.5				-				0.5				-

						災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ				1.5				-				1.0				-

						作業船評価 ヒョウカ				5.0				5.0				2.5				2.5

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ								40点								(50点)
60点 テン テン



		ヒアリング								実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン								30点



		基礎点 キソ テン								100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、 カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		     加算点の付与は １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		       付与は８・１０点を上限とする。













1-2,3(R2)

																														資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

								評価項目 ヒョウカ コウモク				評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

								①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

								⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1						1						1		1

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.5						0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																														資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5				5		4				4		4				4

												同種性の高い工事の実績あり		3						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.5 スウ		1				最大
加点数
4 スウ		1				最大
加点数
4 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.5 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		1		1				1		1				1		1

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.5						0.5						0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4				6		4				6		4				6

												同種性の高い工事の実績あり		2						2						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6				6		6				6		6				6

												78点以上80点未満		5						5						5

												76点以上78点未満		4						4						4

												74点以上76点未満		3						3						3

												72点以上74点未満		2						2						2

												70点以上72点未満		1						1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5				1.5		3				3		4				4

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5				1.5		4				4		4				4

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-		-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-		-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																								資料１－４ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																				単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6		6				6

												同種性の高い工事の実績あり		3						3

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7		8				8

												78点以上80点未満		5						6

												76点以上78点未満		4						5

												74点以上76点未満		3						4

												72点以上74点未満		2						3

												70点以上72点未満		1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0

												65点未満		-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ		1				最大
加点数
4.0 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者・建設マスター ケンセツ		0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ ケンセツ		0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7		6				8

												同種性の高い工事の実績あり		3						3

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7		8				8

												78点以上80点未満		6						6

												76点以上78点未満		5						5

												74点以上76点未満		4						4

												72点以上74点未満		3						3

												70点以上72点未満		1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-		-				-

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-		-				-

												協定締結していない		-						-

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク								適切に記載されている		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ				不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

												不適切である		不可 フカ						不可 フカ

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0

										⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ						可 カ

												説明が不適切である		不可 フカ						不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ										40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨））＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ







						元請能力 モトウ ノウリョク
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1-5(R2)

																								資料１－５ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																				単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力 モトウ ノウリョク		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6				6		6				6

												同種性の高い工事の実績あり		3						3

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7				7		8				8

												78点以上80点未満		5						6

												76点以上78点未満		4						5

												74点以上76点未満		3						4

												72点以上74点未満		2						3

												70点以上72点未満		1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0

												65点未満		-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ		1				最大
加点数
4.0 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1

						施工体系能力 セコウ タイケイ ノウリョク		⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		0.5		0.5				0.5		0.5

												海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.25						0.25

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5				7		6				8

												同種性の高い工事の実績あり		3						3

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2						2

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7				7		8				8

												78点以上80点未満		6						6

												76点以上78点未満		5						5

												74点以上76点未満		4						4

												72点以上74点未満		3						3

												70点以上72点未満		1						1

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3				3		3				3

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2						2

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-		-				-

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-		-				-

												協定締結していない		-						-

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		最大
加点数5.0		-				-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3				-				-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2				-				-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-

				合     計 ゴウ ケイ										40						40

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

								※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																														資料１－６

				技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク以外対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ イガイ タイショウ																										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク						作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2				2		2				2		2				2

												同種性の高い工事の実績あり		1						1						1

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				75点以上		2				2		2				2		2				2

												70点以上75点未満		1						1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0						0

												65点未満		-5						-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-				最大
加点数
2.0 スウ		-				最大
加点数
2.0 スウ		-				最大
加点数
2.0 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				1		1				1		1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						0.5						0.5

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						1						1

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						1						1

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1						1						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		1				1		1				1

						施工体系能力		⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1				1		1				1		1

												海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5						0.5						0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2				3		2				3		2				3

												同種性の高い工事の実績あり		1						1						1

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1						1						1

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		3				3		3				3		3				3

												70点以上75点未満		1.5						1.5						1.5

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1				1		1				1		1				1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						0.5						0.5

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		0.5				0.5		1				1		2				2

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1				1		2				2		2				2

												協定締結していない		0						0						0

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		1				1		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		最大
加点数2.5		-		-		-		-		-		-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン						-						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5				-		-				-		-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1				-		-				-		-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-						-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ								標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1
※2				（30）
40		15～1
※2				（30）
40		15～1
※2				（30）
40





												標準的な内容である等 トウ		0						0						0

												工事の品質確保が図れない等 トウ		-5						-5						-5

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0						×0.0

										⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0						×1.0						×1.0

												提案を理解している		×0.75						×0.75						×0.75

												上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0						×0.0						×0.0

				合     計 ゴウ ケイ										60（50）						60（50）						60（50）

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

								※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

								※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

								※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

								※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																								資料１－７

				技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ タイショウ																				単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク								評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

														作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ						作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		元請能力		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2				2		2				2

												同種性の高い工事の実績あり		1						1

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

								②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				75点以上		2				2		2				2

												70点以上75点未満		1						1

												65点以上70点未満又は実績なし		0						0

												65点未満		-5						-5

								③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）等の各表彰 トウ		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5				最大
加点数
2.0 スウ		1				最大
加点数
４.0 スウ

										優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ		局長表彰あり キョクチョウ		1		1				2		2

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						1

										災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）（2ヶ年） サイガイ タイサク カンケイ コウワン クウコウ カンケイ		局長表彰あり キョクチョウ		1						2

										i-Construction大賞（2ヶ年）		i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり		1						2

										安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5						1

								④新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1				1		0.5				0.5

						施工体系能力		⑤下請表彰企業および現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ		0.5				最大
加点数
1.0 サイダイ カテン スウ

										登録基幹技能者等の配置・建設マスター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ ケンセツ トウ ケンショウ ギノウシャ シンセイ モトウ ショゾク カ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1				1

												海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5						0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2				3		3				4

												同種性の高い工事の実績あり		1						2

												同種性が認められる工事の実績あり		0						0

										立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1						1

												担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0						0

								⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4				4		4				4

												70点以上75点未満		2						2

												70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0						0

								⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1				1		1				1

												事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5						0.5

								⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1				1		1				1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド				⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-				-		-				-

								⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-				-		-				-

												協定締結していない		-						-

								⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-				-		-				-

								⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		最大
加点数2.5		-		-		-

												共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン						-

												自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0						-

										作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5				-		-		-

										作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1				-		-		-

												環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0						-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ								標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2				（30）
40		15～1※2				（30）
40





												標準的な内容である等 トウ		0						0

												工事の品質確保が図れない等 トウ		-5						-5

				ヒアリング						⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0				実施しない ジッシ		×1.0				実施しない ジッシ

												一定の監理能力が期待できる		×0.75						×0.75

												上記以外		×0.0						×0.0

										⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0						×1.0

												提案を理解している		×0.75						×0.75

												上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0						×0.0

				合     計 ゴウ ケイ										60（50）						60（50）

								■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

								※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

								※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

								※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

								※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

								※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

								※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

								※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																資料１－８

				技術提案評価型（Ｓ型、ＷＴＯ、施工体制確認型）［ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）試行（段階選抜方式）］ ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ

				　［一次審査］												単位：点 タンイ テン

				評価項目						評価基準		配点 ハイテン

				
企
業
の
能
力
等		①過去15ヶ年度以降に申請された同種工事実績 シンセイ				より同種性の高い工事の実績あり ドウシュ セイ タカ コウジ ジッセキ		［8］		［8］		［15］

										同種性が高い工事の実績あり ドウシュセイ タカ コウジ ジッセキ		［4］

										同種性が認められる工事の実績あり ドウシュ セイ ミト コウジ ジッセキ		［0］

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点				75点以上 テン イジョウ		6		［6］

										70点以上75点未満 テン イジョウ テン ミマン		4

										65点以上70点未満 テン イジョウ テン ミマン		2

										65点未満		0

						③ワークライフバランス推進企業				次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等（えるぼし認定企業等）
・次世代法に基づく認定（くるみん認定(旧基準)・くるみん認定(新基準)・プラチナくるみん認定企業）
・若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業） トウ トウ ニンテイ キュウキジュン シンキジュン		1		［1］

										認定を受けていない ニンテイ ウ		0

				
技
術
者
の
能
力
等		④過去15ヶ年度以降に申請された同種工事実績 シンセイ		同種性		より同種性の高い工事の実績あり ジッセキ		［6］		［6］		［15］

										同種性の高い工事の実績あり ジッセキ		［3］

										同種性が認められる工事の実績あり ジッセキ		［0］

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 カンリ シュニン ギジュツシャ ゲンバ ダイリニン マタ センニン ホジョシャ ジュウジ		［3］		［3］

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		［0］

						⑤過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点				75点以上 テン イジョウ		［6］		［6］

										70点以上75点未満 テン イジョウ テン ミマン		［3］

										70点未満又は実績なし テン ミマン マタ ジッセキ		［0］

				合     計 ゴウ ケイ								［30］





				　［二次審査］												単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

				⑥技術提案（２ﾃｰﾏについて、１ﾃｰﾏ当たり３着目点の記述を求める。）
　25点×3着目点×2ﾃｰﾏ=150点、50点に換算（少数2位四捨五入） ギジュツ テイアン ア チャクモクテン キジュツ モト チャクモクテン テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		25～1※		50





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				⑦ヒアリング				技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0		実施しない ジッシ

										提案を理解している		×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								50

						★★Ｓ型、ＷＴＯ（通常型）の場合 sガタ ツウジョウガタ バアイ

						　■加算点＝⑥✕⑦（1着目点あたりの評価） カサンテン チャクモクテン ヒョウカ

						　※　通常の内容（二次審査の内容）により評価を行う。 ツウジョウ ナイヨウ ニジ シンサ ナイヨウ ヒョウカ オコナ

						★★表中［　］書きは、Ｓ型、ＷＴＯを対象にワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）の試行工事を段階選抜方式により行う場合。 ヒョウチュウ カ sガタ タイショウ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ オコナ バアイ

						　■加算点＝一次審査（①＋②＋③＋④＋⑤），二次審査（⑥✕⑦（1着目点あたりの評価）） カサンテン イチジ シンサ ニジ シンサ チャクモクテン ヒョウカ

						　※１　段階選抜方式により、一次審査と二次審査により評価を行う。 イチジ シンサ ニジ シンサ ヒョウカ オコナ

						　※２　一次審査では企業の能力、技術者の能力等にかかる事項の評価を行い、その結果（評価点）に基づき、選定（５者～１０者程度）を行う。 イチジ シンサ オコナ センテイ オコナ

						　※３　二次審査では、選抜した企業に対し技術提案を求め、通常どおり技術提案の評価を行う。 ニジ シンサ ツウジョウ
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																		資料１－１５ シリョウ

				技術提案評価型（Ｓ型：地元企業活用審査型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ ヒ タイショウ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2		2		2

										70点以上75点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		2		1		4

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1

						④下請表彰企業及び現場技能者等の配置 シタウ ヒョウショウ キギョウ オヨ ゲンバ		優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ				-				-

								登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ		登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		-		－

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4		4		4

										70点以上75点未満		2				2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		-		-		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.0		1		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～0.5		0.5		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				⑭地元企業活用率 ジモト キギョウ カツヨウ リツ						90%以上 イジョウ		2		2		2		2

										70%以上90%未満 イジョウ ミマン		1				1

										70%未満 ミマン		0				0

				⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※２		（30）
40		15～1※２		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0

								⑰技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0

										提案を理解している		×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）				60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑯）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰）

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ





1-1(1)配点標準

		Ｒ２．６改訂 カイテイ																								資料１－１（１） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（標準Ver.） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ヒョウジュン

		項　　　目				施工体制確認型

						施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ										技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

						Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ										Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ										
Ｓ型（ＷＴＯ）
［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8） ガタ

						Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3） イガイ カタ シリョウ カタ						Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5） カタ カタ				Ａランク以外
（資料1-6） イガイ						Aランク
（資料1-7）

						作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案				　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ										(30点)
40点 テン テン										50点

		企業の能力等				16点		16点		16点		17点		20点		8点		8点		8点		8.5点		10点		［15点］ テン

				同種工事実績		5.0		4.0		4.0		6.0		6.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		［8.0］

				請負工事成績評定点		6.0		6.0		6.0		7.0		8.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		［6.0］

				ワーク・ライフ・バランス推進企業 スイシン キギョウ		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		［1.0］

				工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ		0.5		1.0		1.0		0.5		1.0		-		-		-		0.5		1.0		-

				優良工事表彰
又は災害対策関係功労者表彰
又はi-Con大賞 マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ		1.0		2.0		2.0		1.0		2.0		1.0		2.0		2.0		1.0		2.0		-

				優良工事における下請負者表彰		0.5		0.5		0.5		0.5		0.5		-		-		-		0.5		0.5		-

				安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ		1.0		1.0		1.0		0.5		1.0		1.0		1.0		1.0		0.5		1.0		-

				登録基幹技能者等の配置
又は建設マスター等の顕彰 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		－		－		1.0		1.0		-

				新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク		1.0		0.5		0.5		0.5		0.5		1.0		1.0		1.0		1.0		0.5		-

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				16点		16点		16点		18点		20点		8点		8点		8点		9点		10点		［15点］ テン

				同種工事実績		6.0		6.0		6.0		7.0		8.0		3.0		3.0		3.0		3.0		4.0		［9.0］

				請負工事成績評定点		6.0		6.0		6.0		7.0		8.0		3.0		3.0		3.0		4.0		4.0		［6.0］

				優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ		3.0		3.0		3.0		3.0		3.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		-

				CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		-

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド				8点		8点		8点		5点		-		4点		4点		4点		2.5点 テン		-		-								 

				本店の有無 ホンテン ウム		1.5		3.0		4.0		-		-		0.5		1.0		2.0		-		-		-

				災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ		1.5		4.0		4.0		-		-		1.0		2.0		2.0		-		-		-

				作業船の保有状況		-		1.0		-		-		-		-		1.0		-		-		-		-

				作業船評価 ヒョウカ		5.0		-		-		5.0		-		2.5		-		-		2.5		-		-

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ				40点 テン										(50点)
60点 テン テン										［30点］
50点 テン テン



		ヒアリング				実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン				30点



		基礎点 キソ テン				100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、加算点の付与は カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		      １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の付与は８・１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ ジョウゲン

		※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。 ヒョウチュウ カ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ ジッシ バアイ

		※３）下記は別途設定する。 カキ ベット セッテイ

		①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ カツヨウ ガタ

		②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカガタ カツヨウ ガタ

		③非施工体制確認型のⅡ型。 ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ニガタ





1-1(2)配点別途v1

		Ｒ２．６改訂 カイテイ																																								資料１－１（２） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.１） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ベット セッテイ

		項　　　目				非施工体制確認型 ヒ セコウ タイセイ カクニン カタ						施工体制確認型

						施工能力評価型																				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ																特定専門
工事
審査型

						Ⅱ型						Ⅰ型														Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ

												施工計画重視型 セコウ ケイカク ジュウシ ガタ						チャレンジ型 カタ																地元企業活用審査型 ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ				地域精通度評価型 チイキ セイツウ ド ヒョウカ ガタ

						
Aランク以外
（資料1-9） イガイ						Ａランク以外
（資料1-10） イガイ						Ａランク以外
（資料1-11） イガイ						Aランク
（資料1-12）		Aランク以外
（資料1-13） イガイ						Aランク
（資料1-14）		Aランク
（資料1-15）				Aランク
（資料1-16）				Aランク
(資料1-17)

						作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象
(港湾土木) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク		作業船
非対象
(港湾土木
以外) サギョウセン ヒ タイショウ コウワン ドボク イガイ				作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ		作業船
対象 サギョウセン タイショウ		作業船
非対象 サギョウセン ヒ タイショウ

		施工計画、技術提案				-						20点						30点								（30点）
40点 テン テン								（30点）
40点 テン テン				（30点）
40点 テン テン				20点

		企業の能力等				12点		12点		12点		7点		8点		8点		4点		4点		4点		5点		4点		4点		4点		5点		8点		9点		9点		10点		9点

				同種工事実績		4.0		5.0		5.0		1.0		1.0		1.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0

				請負工事成績評定点		6.0		6.0		6.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		2.0		1.0		1.0		1.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0

				工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ		-		-		-		0.5		1.0		1.0		-		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		0.5		1.0		0.5

				優良工事表彰
又は災害対策関係功労者表彰
又はi-Con大賞 マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ		-		-		-		1.0		2.0		2.0		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		2.0		1.0		2.0		1.0

				優良工事における下請負者表彰		-		-		-		0.5		0.5		0.5		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		0.5		0.5		0.5

				安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ		-		-		-		1.0		1.0		1.0		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0

				登録基幹技能者等の配置
又は建設マスター等の顕彰 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ		1.0		-		-		1.0		1.0		1.0		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		-		1.0		1.0		1.0

				新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク		1.0		1.0		1.0		1.0		0.5		0.5		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		0.5		1.0

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				12点		12点		12点		7点		8点		8点		4点		4点		4点		5点		4点		4点		4点		5点		8点		9点		9点		10点		9点

				同種工事実績		6.0		6.0		6.0		2.0		3.0		3.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		2.0		3.0		3.0		3.0		3.0		3.0

				請負工事成績評定点		6.0		6.0		6.0		3.0		3.0		3.0		1.0		1.0		1.0		2.0		1.0		1.0		1.0		2.0		4.0		4.0		4.0		4.0		4.0

				北陸地方整備局管内における工事実績 ホクリク チホウ セイビキョク カンナイ コウジ ジッセキ		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		1.0		-

				優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ		-		-		-		1.0		1.0		1.0		-		-		-		-		-		-		-		-		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0

				CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ		-		-		-		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		1.0		-		1.0		-		1.0		1.0

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド				6点		6点		6点		6点		4点		4点		2点		2点		2点		-		2点		2点		2点		-		2点 テン		-		2点		-		2点

				本店の有無 ホンテン ウム		2.0		2.0		3.0		2.0		1.0		2.0		0.5		0.5		1.0		-		0.5		0.5		1.0		-		-		-		-		-		-

				災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ		1.5		3.0		3.0		1.5		2.0		2.0		1.0		1.0		1.0		-		1.0		1.0		1.0		-		-		-		-		-		-

				作業船の保有状況		-		1.0		-		-		1.0		-		0.5		0.5		-		-		0.5		0.5		-		-		-		-		-		-		-

				作業船評価 ヒョウカ		2.5		-		-		2.5		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		2.0		-		2.0		-		2.0

		地元企業の活用状況 ジモト キギョウ カツヨウ ジョウキョウ				-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		2点 テン		2点 テン		-		-		-

		特定専門工事の施工計画 トクテイ センモン コウジ セコウ ケイカク				-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		-		10点

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ				30点						40点						40点								（40点）
50点 テン テン								（50点）
60点 テン テン				（50点）
60点 テン テン				50点



		ヒアリング				実施しない



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン				-						30点



		基礎点 キソ テン				100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　・技術提案評価型Ｓ型（地元企業活用審査型）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１２点であるが、加算点の付与は９点を上限とする。 ギジュツ テイアン ジモト キギョウ カツヨウ シンサ カタ カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		  　・技術提案評価型Ｓ型（地域精通度評価型）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１３点であるが、加算点の付与は１０点を上限とする。 ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		  　・施工能力評価型Ⅰ型チャレンジ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が５点・6点であるが、加算点の付与は４点・5点を上限とする。

		  　・技術提案評価型Ｓ型チャレンジ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が５点・6点であるが、加算点の付与は４点・5点を上限とする。 ギジュツ テイアン





1-1(3)配点別途v2

		Ｒ２．６改訂 カイテイ										資料１－１（３） シリョウ

		【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.２） サイケイ ヒョウカ コウモク オヨ ハイテン ベット セッテイ

		項　　　目				施工体制確認型

						施工能力評価型 セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ				技術提案評価型 ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ

						Ⅰ型（標準）、Ⅱ型 ガタ ヒョウジュン カタ				Ｓ型（非ＷＴＯ） ガタ ヒ

						ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工，施工者希望型） カツヨウ ガタ シュンセツ コウ セコウシャ キボウ ガタ

						Ａランク以外
（資料1-18）
（資料1-19） イガイ シリョウ シリョウ		Aランク
(資料1-20）
（資料1-21） シリョウ シリョウ		Ａランク以外
(資料1-22） イガイ シリョウ		Aランク
(資料1-23） シリョウ

						作業船対象 サギョウセン タイショウ

		施工計画、技術提案				　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－　　 カタ カ フカ カタ				(30点)
40点 テン テン

		企業の能力等				16点		17点		8点		8.5点

				同種工事実績		3.0		5.0		1.0		1.0

				請負工事成績評定点		6.0		6.0		1.5		1.5

				工事成績評定優秀企業認定 ニンテイ		0.5		0.5		-		0.5

				優良工事表彰
又は災害対策関係功労者表彰
又はi-Con大賞 マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ		1.0		1.0		1.0		1.0

				優良工事における下請負者表彰		0.5		0.5		-		0.5

				安全管理優良受注者表彰 アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ		1.0		0.5		0.5		0.5

				登録基幹技能者等の配置
又は建設マスター等の顕彰 トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ		1.0		1.0		1.0		1.0

				新技術等に対する取り組み シンギジュツ トウ タイ ト ク		1.0		0.5		1.0		0.5

				 ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		2.0		2.0		2.0		2.0

		技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ				16点		18点		8点		9点

				同種工事実績		6.0		7.0		3.0		3.0

				請負工事成績評定点		6.0		7.0		3.0		4.0

				優良建設技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ		3.0		3.0		1.0		1.0

				CPD（継続教育） 又は専門性の高い技術者資格（海上構造物工事に限り海洋・港湾構造物設計士の資格も可） ケイゾク キョウイク マタ センモンセイ タカ ギジュツシャ シカ� ����� 	
���� ��� �� ���� ���! ��'��*  �,"�  カ		1.0		1.0		1.0		1.0

		地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケンド				8点		5点		4点		2.5点								 

				本店の有無 ホンテン ウム		1.5		-		0.5		-

				災害時における協定締結 サイガイジ キョウテイ テイケツ		1.5		-		1.0		-

				作業船評価 ヒョウカ		5.0		5.0		2.5		2.5

		加算点合計 カサン テン ゴウケイ				40点				(50点)
60点 テン テン



		ヒアリング				実施しない ジッシ



		施工体制評価点 セコウ タイセイ ヒョウカテン				30点



		基礎点 キソ テン				100点



		※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ヒョウチュウ ガ ギジュツ テイアン カダイ バアイ

		※２）表中<　>書きは、若手技術者登用・育成対策において、「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合。 ヒョウチュウ ガ ワカテ ギジュツシャ トウヨウ イクセイ タイサク ケイケン ホウフ ギジュツシャ カツヨウ タイショウ バアイ

		  　①施工能力評価型Ⅰ型（標準）及びⅡ型で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１９点・２３点であるが、 カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ テン

		     加算点の付与は １６・２０点 を上限とする。 テン

		  　②技術提案評価型Ｓ型（標準）で「経験豊富な技術者」を活用対象とする場合、技術者の能力等の配点は、満点が１１・１３点であるが、加算点の ギジュツ テイアン カツヨウ タイショウ バアイ ギジュツシャ

		       付与は８・１０点を上限とする。
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																						資料１－２ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5		5		4		4		4		4

										同種性の高い工事の実績あり		3				2				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3		1		4.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		0.5		0.5		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4		6		4		6		4		6

										同種性の高い工事の実績あり		2				2				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2				2				2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3		3		3		3		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2				2				2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5		1.5		3		3		4		4

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5		4		4		4		4

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1		1		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-				-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク						適切に記載されている		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

										不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0				×0.0

								⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ				可 カ				可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40				40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

																						資料１－３ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5		5		4		4		4		4

										同種性の高い工事の実績あり		3				2				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3		1		4.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		0.5		0.5		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4		6		4		6		4		6

										同種性の高い工事の実績あり		2				2				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2				2				2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3		3		3		3		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2				2				2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5		1.5		3		3		4		4

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5		4		4		4		4

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1		1		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-				-

				合     計 ゴウ ケイ								40				40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																		資料１－４ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6		6		6		6

										同種性の高い工事の実績あり		3				3

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7		7		8		8

										78点以上80点未満		5				6

										76点以上78点未満		4				5

										74点以上76点未満		3				4

										72点以上74点未満		2				3

										70点以上72点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		0.5		0.5		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5		7		6		8

										同種性の高い工事の実績あり		3				3

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2				2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7		7		8		8

										78点以上80点未満		6				6

										76点以上78点未満		5				5

										74点以上76点未満		4				4

										72点以上74点未満		3				3

										70点以上72点未満		1				1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3		3		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2				2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				⑭施工計画 セコウ ケイカク						適切に記載されている		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

										不適切である		不可 フカ				不可 フカ

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0

								⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ				可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ				不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨））＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																		資料１－５ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		6		6		6		6

										同種性の高い工事の実績あり		3				3

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		7		7		8		8

										78点以上80点未満		5				6

										76点以上78点未満		4				5

										74点以上76点未満		3				4

										72点以上74点未満		2				3

										70点以上72点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		0.5		0.5		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ド イコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5		7		6		8

										同種性の高い工事の実績あり		3				3

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2				2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7		7		8		8

										78点以上80点未満		6				6

										76点以上78点未満		5				5

										74点以上76点未満		4				4

										72点以上74点未満		3				3

										70点以上72点未満		1				1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		3		3		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2				2

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				合     計 ゴウ ケイ								40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬） カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																						資料１－６

				技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク以外対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ イガイ タイショウ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				75点以上		2		2		2		2		2		2

										70点以上75点未満		1				1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		2		-		3		-		3

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-				-				-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		-		-		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				-				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3		2		3		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1				1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		3		3		3		3		3		3

										70点以上75点未満		1.5				1.5				1.5

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5				0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		0.5		0.5		1		1		2		2

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1		1		2		2		2		2

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1		1		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-				-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2		（30）
40		15～1※2		（30）
40		15～1※2		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5				-5

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0				×0.0

								⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0				×1.0

										提案を理解している		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）				60（50）				60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																		資料１－７

				技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ タイショウ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				75点以上		2		2		2		2

										70点以上75点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3		3		4

										同種性の高い工事の実績あり		1				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4		4		4

										70点以上75点未満		2				2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度(本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2		（30）
40		15～1※2		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0

								⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0

										提案を理解している		×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）				60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																資料１－８

				技術提案評価型（Ｓ型、ＷＴＯ、施工体制確認型）［ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）試行（段階選抜方式）］ ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ

				　［一次審査］												単位：点 タンイ テン

				評価項目						評価基準		配点 ハイテン

				
企
業
の
能
力
等		①過去15ヶ年度以降に申請された同種工事実績 シンセイ				より同種性の高い工事の実績あり ドウシュ セイ タカ コウジ ジッセキ		［8］		［8］		［15］

										同種性が高い工事の実績あり ドウシュセイ タカ コウジ ジッセキ		［4］

										同種性が認められる工事の実績あり ドウシュ セイ ミト コウジ ジッセキ		［0］

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点				75点以上 テン イジョウ		6		［6］

										70点以上75点未満 テン イジョウ テン ミマン		4

										65点以上70点未満 テン イジョウ テン ミマン		2

										65点未満		0

						③ワークライフバランス推進企業				次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等（えるぼし認定企業等）
・次世代法に基づく認定（くるみん認定(旧基準)・くるみん認定(新基準)・プラチナくるみん認定企業）
・若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業） トウ トウ ニンテイ キュウキジュン シンキジュン		1		［1］

										認定を受けていない ニンテイ ウ		0

				
技
術
者
の
能
力
等		④過去15ヶ年度以降に申請された同種工事実績 シンセイ		同種性		より同種性の高い工事の実績あり ジッセキ		［6］		［6］		［15］

										同種性の高い工事の実績あり ジッセキ		［3］

										同種性が認められる工事の実績あり ジッセキ		［0］

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 カンリ シュニン ギジュツシャ ゲンバ ダイリニン マタ センニン ホジョシャ ジュウジ		［3］		［3］

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		［0］

						⑤過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点				75点以上 テン イジョウ		［6］		［6］

										70点以上75点未満 テン イジョウ テン ミマン		［3］

										70点未満又は実績なし テン ミマン マタ ジッセキ		［0］

				合     計 ゴウ ケイ								［30］





				　［二次審査］												単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

				⑥技術提案（２ﾃｰﾏについて、１ﾃｰﾏ当たり３着目点の記述を求める。）
　25点×3着目点×2ﾃｰﾏ=150点、50点に換算（少数2位四捨五入） ギジュツ テイアン ア チャクモクテン キジュツ モト チャクモクテン テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		25～1※		50





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				⑦ヒアリング				技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0		実施しない ジッシ

										提案を理解している		×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								50

						★★Ｓ型、ＷＴＯ（通常型）の場合 sガタ ツウジョウガタ バアイ

						　■加算点＝⑥✕⑦（1着目点あたりの評価） カサンテン チャクモクテン ヒョウカ

						　※　通常の内容（二次審査の内容）により評価を行う。 ツウジョウ ナイヨウ ニジ シンサ ナイヨウ ヒョウカ オコナ

						★★表中［　］書きは、Ｓ型、ＷＴＯを対象にワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）の試行工事を段階選抜方式により行う場合。 ヒョウチュウ カ sガタ タイショウ シコウ コウジ ダンカイ センバツ ホウシキ オコナ バアイ

						　■加算点＝一次審査（①＋②＋③＋④＋⑤），二次審査（⑥✕⑦（1着目点あたりの評価）） カサンテン イチジ シンサ ニジ シンサ チャクモクテン ヒョウカ

						　※１　段階選抜方式により、一次審査と二次審査により評価を行う。 イチジ シンサ ニジ シンサ ヒョウカ オコナ

						　※２　一次審査では企業の能力、技術者の能力等にかかる事項の評価を行い、その結果（評価点）に基づき、選定（５者～１０者程度）を行う。 イチジ シンサ オコナ センテイ オコナ

						　※３　二次審査では、選抜した企業に対し技術提案を求め、通常どおり技術提案の評価を行う。 ニジ シンサ ツウジョウ
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																						資料１－９



				施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、非施工体制確認型（予定価格1,000万円未満）） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ ヒ セコウ タイセイ カクニン ガタ ヨテイ カカク マンエン ミマン																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		4		4		5		5		5		5

										同種性の高い工事の実績あり		2				3				3

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		-		-		-		-		-

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		-				-				-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-				-				-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		-				-				-

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		-		-		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				-				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4		6		4		6		4		6

										同種性の高い工事の実績あり		2				2				2

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2				2				2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6		6		6		6		6		6

										78点以上80点未満		5				5				5

										76点以上78点未満		4				4				4

										74点以上76点未満		3				3				3

										72点以上74点未満		2				2				2

										70点以上72点未満		1				1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		-		-		-		-		-		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		-		-		-		-		-		-

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		2		2		2		2		3		3

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5		3		3		3		3

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1		1		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-				-

				合     計 ゴウ ケイ								30				30				30

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																						資料１－１０ シリョウ



				施工能力評価型（Ⅰ型：施工計画重視型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ ケイカク ジュウシ ガタ イガイ タイショウ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		1		1		1		1		1		1

										同種性の高い工事の実績あり		0.5				0.5				0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		1		1		1		1		1		1

										65点以上75点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3		1		4.5		1		4.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				0.5				0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		1		1		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				0.5				0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		0.5		0.5		0.5		0.5

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		1		2		2		3		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		0.5				1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		3		3		3		3		3		3

										70点以上75点未満		1.5				1.5				1.5

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5				0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		2		2		1		1		2		2

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5		2		2		2		2

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1		1		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-				-

				⑭施工計画（２項目について記述を求める。10×2=20点） セコウ ケイカク コウモク キジュツ モト テン						現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体的で適切に記載されている		10		20		10		20		10		20

										現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記載されている		6				6				6

										適切に記載されている		3				3				3

										共通仕様書等と同じ内容である		0				0				0

										不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0				×0.0

								⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ				可 カ				可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40				40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																						資料１－１１ シリョウ



				施工能力評価型（Ⅰ型：チャレンジ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ ガタ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		1		1		1		1		1		1

										65点以上75点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		-		-		-		-		-

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		-				-				-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-				-				-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		-				-				-

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		-		-		-		-		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		-				-				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		1		2		1		2		1		2

										同種性の高い工事の実績あり		0.5				0.5				0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		1		1		1		1		1		1

										70点以上75点未満		0.5				0.5				0.5

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置 ※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		-		-		-		-		-		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		0.5		0.5		0.5		0.5		1		1

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1		1		1		1		1		1

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		0.5		0.5		0.5		0.5		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		-		-		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		-				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		-				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		-		-		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		-		-		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		-				-				-

				⑭施工計画（２項目について記述を求める。15×2=30点） セコウ ケイカク コウモク キジュツ モト テン						現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体的で適切に記載されている		15		30		15		30		15		30

										現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記載されている		10				10				10

										適切に記載されている		5				5				5

										共通仕様書等と同じ内容である		0				0				0

										不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0				×0.0

								⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ				可 カ				可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ				不可 フカ				不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40				40				40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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														資料１－１２ シリョウ



				施工能力評価型（Ⅰ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ ヒ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2

										70点以上75点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		-

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		-

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		1		2

										同種性の高い工事の実績あり		0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		2		2

										70点以上75点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置 ※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		-		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		-

				⑭施工計画（２項目について記述を求める。15×2=30点） セコウ ケイカク コウモク キジュツ モト テン						現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体的で適切に記載されている		15		30

										現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記載されている		10

										適切に記載されている		5

										共通仕様書等と同じ内容である		0

										不適切である		不可 フカ

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑯施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																						資料１－１３ シリョウ

				技術提案評価型（Ｓ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Aランク以外、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ イガイ																		単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象
（港湾土木） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク				作業船評価
非対象
（港湾土木以外） サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ コウワン ドボク イガイ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		1		1		1		1		1		1

										65点以上75点未満又は実績なし		0				0				0

										65点未満		-5				-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		-		-		-		-		-

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		-				-				-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-				-				-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		-				-				-

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		-		-		-		-		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		-				-				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		1		2		1		2		1		2

										同種性の高い工事の実績あり		0.5				0.5				0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		1		1		1		1		1		1

										70点以上75点未満		0.5				0.5				0.5

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		-		-		-		-		-		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-				-				-

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1		1		1		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		0.5		0.5		0.5		0.5		1		1

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1		1		1		1		1		1

										協定締結していない		0				0				0

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		0.5		0.5		0.5		0.5		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		-		-		-		-		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		-				-				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		-				-				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		-		-		-		-		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		-		-		-		-		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		-				-				-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2		（30）
40		15～1※2		（30）
40		15～1※2		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5				-5

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0				×0.0

								⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0				×1.0

										提案を理解している（懇談会は×0.5）		×0.75				×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								50（40）				50（40）				50（40）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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														資料１－１４ シリョウ

				技術提案評価型（Ｓ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Ａランク、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2

										70点以上75点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		-

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		-

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		1		2

										同種性の高い工事の実績あり		0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		2		2

										70点以上75点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		-		-

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		-

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		1

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		-

				⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				ヒアリング				⑮監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑯技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0

										提案を理解している		×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								50（40）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯） カサン テン

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																		資料１－１５ シリョウ

				技術提案評価型（Ｓ型：地元企業活用審査型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ジモト キギョウ カツヨウ シンサ ガタ ヒ タイショウ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2		2		2

										70点以上75点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		2		1		4

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-				-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		-		－

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4		4		4

										70点以上75点未満		2				2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しない。				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		-		-		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.0		1		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～0.5		0.5		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				⑭地元企業活用率 ジモト キギョウ カツヨウ リツ						90%以上 イジョウ		2		2		2		2

										70%以上90%未満 イジョウ ミマン		1				1

										70%未満 ミマン		0				0

				⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※２		（30）
40		15～1※２		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0

								⑰技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0

										提案を理解している		×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）				60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑯）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰）

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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																		資料１－１６ シリョウ

				技術提案評価型（Ｓ型：地域精通度評価型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ チイキ セイツウ ド ヒョウカ ガタ ヒ タイショウ														単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点 ハイテン

												作業船評価
対象 サギョウセン ヒョウカ タイショウ				作業船評価
非対象 サギョウセン ヒョウカ ヒタイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2		2		2

										70点以上75点未満		1				1

										65点以上70点未満又は実績なし		0				0

										65点未満		-5				-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3		1		5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1				2

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				1

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5				1

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1				1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1		-		-

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5				-

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1				1

										同種性が認められる工事の実績あり		0				0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1				1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0				0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4		4		4

										70点以上75点未満		2				2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0				0

						⑧過去４ｹ年度における北陸地方整備局管内における工事実績（工事内容に応じて港湾又は海岸or空港から選択） カコ ネンド ホクリク チホウ セイビキョク カンナイ コウジ ジッセキ コウジ ナイヨウ オウ センタク				監理（主任）技術者又は現場代理人として３件以上の実績あり カンリ シュニン ギジュツシャ マタ ゲンバ ダイリニン ケン イジョウ ジッセキ		1		1		1		1

										監理（主任）技術者又は現場代理人として１件以上の実績あり又は担当技術者として３件以上の実績あり シュニン マタ タントウ ギジュツシャ ケン イジョウ ジッセキ		0.5				0.5

										上記以外 ジョウキ イガイ		0				0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		1		1		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5				0.5

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		-		－		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-		-		-

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-		-		-

										協定締結していない		-				-

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1		-		-

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン				-

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0				-

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.0		1		-		-

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～0.5		0.5		-		-

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0				-

				⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※２		（30）
40		15～1※２		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0				0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5				-5

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75				×0.75

										上記以外		×0.0				×0.0

								⑰技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0				×1.0

										提案を理解している		×0.75				×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0				×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）				60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭（⑮×⑰）

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。 ハイテン ラン

						※２）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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														資料１－１７ シリョウ



				特定専門工事審査型（非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） トクテイ センモン コウジ シンサ カタ ヒ タイショウ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価基準 ヒョウカ キジュン		配点 ハイテン

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		2		2

										同種性の高い工事の実績あり		1

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		2		2

										70点以上75点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑥過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4

										70点以上75点未満		2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑩地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-

						⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-

										協定締結していない		-

						⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※５ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0
未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※３、※４ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.0		1

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※２、※３、※４ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～0.5		0.5

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				⑭技術提案（１ﾃｰﾏについて、１ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、20点に換算（少数2位四捨五入）

　評価基準は、技術提案評価型（Ｓ型）に同じ。 ギジュツ テイアン ア テイアン キジュツ モト						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※１		20





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				⑮特定専門工事の施工計画（1項目について記述を求める。）

　評価基準は、施工能力評価型（Ⅰ型・施工計画重視型）に同じ。 セコウ ケイカク コウモク キジュツ モト						現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体的で適切に記載されている		10		10

										現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記載されている		6

										適切に記載されている		3

										共通仕様書等と同じ内容である		0

										不適切である		失格 シッカク

				合     計 ゴウ ケイ								50

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭＋⑮） カサン テン

						※１）１提案当りの評価 テイアン ア ヒョウカ

						※２）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※３）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※４）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※５）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ







1-18～20

														資料１－１８ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ カツヨウ ガタ シュンセツ コウ セコウ タイセイ カクニン ガタ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		3		3

										同種性の高い工事の実績あり		1.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4		6

										同種性の高い工事の実績あり		2

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5		1.5

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5

										協定締結していない		0

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0
未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				⑮施工計画 セコウ ケイカク						適切に記載されている		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

										不適切である		不可 フカ

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑰施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

														資料１－１９ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク以外対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		3		3

										同種性の高い工事の実績あり		1.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		3

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		1

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		4		6

										同種性の高い工事の実績あり		2

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		1.5		1.5

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1.5		1.5

										協定締結していない		0

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0
未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

														資料１－２０ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅰ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5		5

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		0.5		0.5

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5		7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7		7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-

										協定締結していない		-

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				⑮施工計画 セコウ ケイカク						適切に記載されている		可 カ		不可の場合失格 フカ バアイ シッカク

										不適切である		不可 フカ

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑰施工計画 セコウ ケイカク		説明が適切である		可 カ

										説明が不適切である		不可 フカ

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

								ｂ
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														資料１－２１ シリョウ

				施工能力評価型（Ⅱ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク対象、施工体制確認型） セコウ ノウリョク ヒョウカ ガタ ガタ セコウ タイセイ カクニン ガタ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		5		5

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				80点以上		6		6

										78点以上80点未満		5

										76点以上78点未満		4

										74点以上76点未満		3

										72点以上74点未満		2

										70点以上72点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		0.5		0.5

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		5		7

										同種性の高い工事の実績あり		3

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		2

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				80点以上		7		7

										78点以上80点未満		6

										76点以上78点未満		5

										74点以上76点未満		4

										72点以上74点未満		3

										70点以上72点未満		1

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		3		3

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		2

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		-		-

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		-		-

										協定締結していない		-

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有 サギョウセン ホユウ		自社保有船舶を使用 シヨウ		2		2

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～2.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～3.0		3

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～2.0		2

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				合     計 ゴウ ケイ								40

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭ カサン テン

						※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ
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														資料１－２２

				技術提案評価型（Ｓ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、非ＷＴＯ、Ａランク以外対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ イガイ タイショウ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		1		1

										同種性の高い工事の実績あり		0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点				75点以上		1.5		1.5

										70点以上75点未満		1

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		-		1.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		-

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		1		1

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		1

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		3		3

										70点以上75点未満		1.5

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

						⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から選択。 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク カ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		0.5		0.5

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		1		1

										協定締結していない		0

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		-		-

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり3案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※2		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑰技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0

										提案を理解している		×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰） カサン テン

						※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

						※２）１提案当りの評価。

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ

														資料１－２３

				技術提案評価型（Ｓ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） ギジュツ テイアン ヒョウカ ガタ ガタ ヒ タイショウ										単位：点 タンイ テン

				評価項目 ヒョウカ コウモク						評価項目 ヒョウカ コウモク		配点(作業船評価対象） ハイテン サギョウセン ヒョウカ タイショウ

				企業の能力等 キギョウ ノウリョク トウ		①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績				より同種性の高い工事の実績あり		1		1

										同種性の高い工事の実績あり		0.5

										同種性が認められる工事の実績あり		0

						②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点 カコ ネン ド ホクリク チホウ セイビ キョク コウワン クウコウ カンケイ サンカ ヨウケン コウ タネ クブン ヘイキン ウケオイ コウジ セイセキ ヒョウテイ テン				75点以上		1.5		1.5

										70点以上75点未満		0.5

										65点以上70点未満又は実績なし		0

										65点未満		-5

						③過去○ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の各表彰		工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） ニンテイ ネン		認定あり ニンテイ		0.5		2.5

								優良工事表彰（参加要件の工種区分）又は災害対策関係功労者表彰又はi-Con大賞（2ヶ年） ユウリョウ コウジ ヒョウショウ マタ サイガイ タイサク カンケイ コウロウシャ ヒョウショウ マタ タイショウ ネン		優良工事局長表彰又は災害功労者表彰又はi-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり。※重複評価しない ユウリョウ コウジ キョクチョウ マタ タイショウ コッコウ ダイジン ショウ ユウシュウショウ ジュウフク ヒョウカ		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

								優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） ユウリョウ コウジ シタウケオイ シャ ヒョウショウ		表彰あり		0.5

								安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） アンゼン カンリ ユウリョウ ジュチュウシャ ヒョウショウ ネン		表彰あり		0.5

						④登録基幹技能者等の配置又は建設マスター等の顕彰
※各資格の重複評価はしない トウロク キカン ギノウシャ トウ ハイチ マタ ケンセツ トウ ケンショウ カク シカク ジュウフク ヒョウカ				登録海上起重基幹技能者又は建設マスター マタ ケンセツ		1		1

										海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター カイジョウ キジュウ サギョウ カンリ ギシ マタ ケンセツ		0.5

						⑤新技術等に対する取り組み シンギジュツナド タイ ト ク				ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり		0.5		0.5

						⑥ＩＣＴの活用計画 カツヨウ ケイカク		①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品 ジゲン キコウ ソクリョウ ジゲン スウリョウ ケイサン カツヨウ セコウ ジゲン デキ ガタ ソクリョウ ジゲン ノウヒン		左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する サキ スベ ダンカイ ゼンメンテキ カツヨウ		2		2

										左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計画ではない、又は活用しない ケイカク マタ カツヨウ		0

				技術者の能力等 ギジュツシャ ノウリョク トウ		⑦過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 カコ ネン ドイコウ シンセイ ドウシュ コウジ ジッセキ		同種性 ドウシュ セイ		より同種性の高い工事の実績あり		2		3

										同種性の高い工事の実績あり		１
(0.5)

										同種性が認められる工事の実績あり		0

								立場		監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者として従事 ニン マタ センニン ホジョ シャ ジュウジ		1

										担当技術者として従事 タントウ ギジュツシャ ジュウジ		0

						⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者に限る）				75点以上		4		4

										70点以上75点未満		2

										70点未満又は実績なし マタ ジッセキ		0

						⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。　※重複加点しない				局長表彰あり キョクチョウ		1		1

										事務所長表彰あり ジム ショチョウ		0.5

						⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高い資格又は海洋・港湾構物造設計士の資格（海上構造物工事に限定）から選択 ケイゾク キョウイク ト ク ジョウキョウ マタ センモンセイ タカ シカク マタ カイヨウ コウワン カマエ ブツ ヅクリ セッケイシ シカク ゲンテイ センタク				CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無 バアイ センモンセイ タカ シカク カツヨウ カイジョウ コウゾウブツ コウジ カギ カイヨウ コウゾウブツ セッケイシ シカク ツイカ シカク ウム		1		1

				地域精通度・地域貢献度 チイキ セイツウ ド チイキ コウケン ド		⑪地域精通度（本店の有無） チイキ セイツウ ド ホンテン ウム				当該県内（地域内）に本店あり トウガイ チイキナイ		－		－

						⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） チイキ コウケンド サイガイ ジナド キョウテイ テイケツ				協定締結している キョウテイ テイケツ		－		－

										協定締結していない		－

						⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 サイガイジ カツヨウ サギョウセン ホユウ ジョウキョウ				災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり サイガイ フッキュウ フッコウ カツヨウ サギョウセン ホユウ		－		－

						⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７ サギョウセン ヒョウカ シュ コウシュ セッテイ		作業船の保有形態 サギョウセン ホユウ ケイタイ		自社保有船舶を使用 シヨウ		1		1

										共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） キョウユウ センパク シヨウ モチブン ジョウ サンシュツ		0～1.0未満 ミマン

										自社保有船舶又は共有船舶の使用なし マタ キョウユウ センパク		0

								作業船の新造 サギョウセン シンゾウ		自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６ ミズカ シンゾウ サギョウセン ザイサン ショユウ カンキョウ セイノウ マンゾク シュッシ ヒリツ ジョウ サンシュツ		0～1.5		1.5

								作業船の環境性能 サギョウセン カンキョウ セイノウ		作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足している。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６ サギョウセン ジシャ ホユウ センパク キョウユウ センパク セッチ ゲンドウキ チッソ サンカブツ ホウシュツ キジュン マンゾク		0～1.0		1

										環境基準を満足していない又は証明書の提出なし カンキョウ キジュン マンゾク マタ ショウメイショ テイシュツ		0

				⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり3提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）
　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３
　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点 ギジュツ テイアン マタ ア テイアン キジュツ モト テン テン カンザン ショウスウ イ シシャゴニュウ ア テイアン キジュツ モト バアイ ハイテン オモ						標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観点から評価する。		15～1※２		（30）
40





										標準的な内容である等 トウ		0

										工事の品質確保が図れない等 トウ		-5

				ヒアリング				⑯監理能力 カンリ ノウリョク		十分な監理能力が確認できる		×1.0		実施しない ジッシ

										一定の監理能力が期待できる		×0.75

										上記以外		×0.0

								⑰技術提案に対する理解度 ギジュツ テイアン タイ リカイド		提案を十分に理解している テイアン ジュウブン リカイ		×1.0

										提案を理解している		×0.75

										上記以外 ジョウキ イガイ		×0.0

				合     計 ゴウ ケイ								60（50）

						■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦×⑯＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰） カサン テン

						※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

						※２）１提案当りの評価

						※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。 ギジュツテキ クフウ ヨチ チイ コウジ テイアン スウ ゲン テイアン テイアン バアイ

						※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ レイ テン バアイ

						※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。 カンキョウ セイノウ ヒョウカ サギョウセン

						※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。 シンゾウ カンキョウ セイノウ ジュウフク ヒョウカ

						※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。 ヒョウカ ハイテン ショウスウ ダイ イチイ ト ショウスウ ダイニイ シシャゴニュウ





【×除外】1-24

																資料１－２４ シリョウ

		技術者の能力等の評価 ギジュツシャ ノウリョク トウ ヒョウカ



		複数の技術者で申請があった場合は、加算点の合計が少ない者で評価する。 フクスウ ギジュツシャ シンセイ バアイ カサン テン ゴウケイ スク シャ ヒョウカ



		評価例 ヒョウカ レイ

				同種工事 ドウシュ コウジ				成績評定点 セイセキ ヒョウテイ テン		優良建設
技術者表彰 ユウリョウ ケンセツ ギジュツシャ ヒョウショウ		継続教育 ケイゾク キョウイク		合計 ゴウケイ		採用 サイヨウ

				同種性 ドウシュ セイ		立場 タチバ

		Ａさん		3		1		2		0		1		7

		Ｂさん		1		0		3		1		0		5		○

		注）各々の評価により、加算点の大小が入れ替わるが、「良いとこ取り、悪いとこ取り」はしない。 チュウ オノオノ ヒョウカ カサン テン ダイショウ イ カ







令和２年７月時点

６．[参考] 総合評価項目と配点
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Ｒ２．７改訂 資料１－１（１）

【再掲】評価項目及び配点（標準Ver.）

50点

［15点］

［8.0］

［6.0］

ワーク・ライフ・バランス推進企業 ［1.0］

0.5 1.0 1.0 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 -

1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 -

1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0

1.0 2.0 2.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0

0.5 1.0 1.0 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 -

-

下請優良 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 -

現場技能
者の配置

1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 -

［15点］

［9.0］

［6.0］

-

-

-

-

-

-

-

［30点］
50点

※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。
※２）表中［　］書きは、WLB試行工事を段階選抜方式で実施する場合。
※３）下記は別途設定する。

①施工能力評価型のⅠ型（チャレンジ型・施工計画重視型・ＩＣＴ活用型）。

②技術提案評価型のＳ型（チャレンジ型・地元企業活用審査型、地域精通度評価型・ＩＣＴ活用型）。

③非施工体制確認型のⅡ型。

※４）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

1.0

最
大
加
点
1.0

2.0

2.0

-

-

-

-

-

2.5

-4点 2.5点

1.0

1.0

9.点 10点

3.0 4.0

4.0 4.0

1.0 1.0

(50点)
60点

2.5

-

1.0

-

-

-

-

-

-

-

3.0

1.0 1.0

0.5 1.0

2.0

1.0

--

最
大
加
点
数
2.0

最
大
加
点
1.0

1.0

8点

3.0

3.0

8点 5点

3.0

3.0

3.0

1.0

1.0

3.0

3.0

1.0

1.0

- 4点 4点

6.0

6.0

3.0

1.0

2.0

2.0

-

2.0

2.0

10点8.5点

2.0

2.0

1.0

7.0

7.0

3.0

1.01.0

18.点 20点 8.点

4.0

6.0

- -

6.0

4.0

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
数
2.0

最
大
加
点
1.0

1.0 1.0

6.0

7.0

-

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
1.0

1.0

6.0

8.0

-

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
1.0

2.0

2.0

-

技術提案評価型

Ｓ型（非ＷＴＯ）

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
数
2.0

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
数
2.0

1.0 1.0

-

2.0

-

8点

2.0

-

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
1.5

(30点)
40点

Aランク
（資料1-7）

Aランク
（Ⅰ型：資料1-4）
（Ⅱ型：資料1-5）

作業船
非対象

作業船
対象

Ａランク以外
（資料1-6）

8点

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

作業船
対象

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

作業船
対象

作業船
非対象

8点

項　　　目
Ｓ型（ＷＴＯ）

［ＷＬＢ試行（段階
選抜方式）］

（資料1-8）

優良工事の下請負者表
彰
および現場技能者等の
配置

16点

作業船
対象

施工体制確認型

施工能力評価型

Ⅰ型（標準）、Ⅱ型

Ａランク以外
（Ⅰ型：資料1-2）
（Ⅱ型：資料1-3）

　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－

5.0

6.0

1.0

最
大
加
点
数
2.5

請負工事成績評定点

同種工事実績

企業の能力等

新技術等に対する取り組み

16点 16点 17点 20点

施工計画、技術提案

最
大
加
点
1.5

5.0

40点

実施しない

30点

1.0

8点

16点

8点

3.0

8点16点

4.0

1.0

-

4.0

4.0

-

-

-

-

-

5.0

6.0

6.0

災害時における協定締結

災害時に活用可能な作業船の保有状

作業船評価

加算点合計

CPD（継続教育） 又は専門性の高い
技術者資格（海上構造物工事に限り
海洋・港湾構造物設計士の資格も
可）

優良建設技術者表彰

請負工事成績評定点

同種工事実績

技術者の能力等

本店の有無

100点

地域精通度・地域貢献度

-

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
数
2.0

1.0

2.0

-

16.点

6.0

6.0

3.0

安全管理優良受注者表彰

i-Construction大賞          　　    ※4

災害対策関係功労者表彰

工事成績評定優秀企業認定

優良工事表彰

ヒアリング

施工体制評価点

基礎点

8.0

1.0

8.0

1.0
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Ｒ２．７改訂 資料１－１（２）

【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.１）

Aランク
（資料1-12）

Aランク
（資料1-14）

作業船
対象

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

作業船
対象

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

4点 4点 4点 5点 4点 4点 4点 5点

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.0

0.5 1.0 1.0 - - - - - - - - 0.5 1.0 0.5 1.0 0.5

1.0 2.0 2.0 - - - - - - - - 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0

1.0 2.0 2.0 - - - - - - - - 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0

1.0 2.0 2.0 - - - - - - - - 1.0 2.0 1.0 2.0 1.0

0.5 1.0 1.0 - - - - - - - - 0.5 1.0 0.5 1.0 0.5

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

下請優良 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 - - - - - - - - 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

現場技能
者の配置

0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0 0.5 1.0

4点 4点 4点 5点 4点 4点 4点 5点

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 2.0

- - - - - - - -

- - - - - - - -

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

2点 2点 2点 - 2点 2点 2点 -

0.5 0.5 1.0 - 0.5 0.5 1.0 -

1.0 1.0 1.0 - 1.0 1.0 1.0 -

0.5 0.5 - - 0.5 0.5 - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

- - - - - - - -

※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

技術提案評価型

Ｓ型（非ＷＴＯ）

チャレンジ型
項　　　目

施工計画、技術提案

企業の能力等

作業船
対象

非施工体制確認型

-

12点 12点 7.5点

（30点）
40点

（30点）
40点

9点 8.5点 10点

Aランク
(資料1-17)

特定専門
工事

審査型

施工体制確認型

Ⅰ型

4.0

6.0

4.0

6.0

同種工事実績

請負工事成績評定点

工事成績評定優秀企業認定

優良工事表彰

6.0

災害対策関係功労者表彰

i-Construction大賞      ※2

安全管理優良受注者表彰

新技術等に対する取り組み

-

-

-

-

-

-

-

1.0

-

-

1.0 1.0 1.0

1.01.0 1.0

12点

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

20点

7点 8点 8点

4.0

作業船
対象

施工能力評価型

Ⅱ型

Aランク以外
（資料1-9）

Ａランク以外
（資料1-11）

Aランク以外
（資料1-13）

（30点）
40点

作業船
非対象

Aランク
（資料1-16）

地域精通度評価型施工計画重視型

Ａランク以外
（資料1-10）

作業船
対象

作業船
非対象

(港湾土木)

作業船
非対象

(港湾土木
以外)

30点

作業船
対象

作業船
非対象

Aランク
（資料1-15）

地元企業活用審査型

2.0 2.0

2.0

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.0

2.0

2.0

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
数
4.0

最
大
加
点
数
2.5

1.01.01.0

最
大
加
点
1.5

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.0

1.0 1.0

-

-

-

-

-

-

技術者の能力等

同種工事実績

請負工事成績評定点

北陸地方整備局管内における工事実績

優良建設技術者表彰

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.5

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.0

12点 12点 12点 7点 8点 8点 10点9点9点8点

最
大
加
点
1.0

優良工事の下請
負者表彰
および現場技能
者等の配置

-

3.0

1.0

特定専門工事の施工計画

加算点合計

6.0 6.0

--

--

--

6点 6点

CPD（継続教育） 又は専門性の
高い技術者資格（海上構造物工
事に限り海洋・港湾構造物設計
士の資格も可）

地域精通度・地域貢献度

本店の有無

災害時における協定締結

作業船評価

災害時に活用可能な作業船の保有状

1.5

6.06.0

30点

2.0

6.0

1.0

3.06.0 3.0

-

-

-

地元企業の活用状況

-

2.5点

2点

-

-

-

-

1.01.0 --

6点

-

-

3.0

3.0

40点 （50点）
60点

（50点）
60点

-

-

2.5

-

2.0

40点 （40点）
50点

-

-

-

1.0

3.0 -

-

-

2.5

-

-

-

-

-

3.02.0

1.01.01.0-

1.01.01.0-

--

3.03.03.03.0

- - 1.0 1.0

4.04.04.04.0

2.0

2.0

4点

-

-

-

1.0

2.0

1.0

4点

-

-

-

-

2.0

ヒアリング

施工体制評価点

基礎点

実施しない

- 30点

100点

2.5

-

50点

10点-

-

2.5

-

-

2点

2.5

-

-

-

-

-

-

2.0

20点

8.5点

1.5

6点

-

2.5点-

-

2.0

2.0

1.0 1.0 1.0 1.0

最
大
加
点
数
1.5

最
大
加
点
数
3.0

最
大
加
点
数
2.0

最
大
加
点
数
4.0

2.0

2.5点

3.0

1.01.0

-

2.0

最
大
加
点
1.5

最
大
加
点
数
2.0

9点

1.0

1.0

-

4.0

3.0

-
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Ｒ２．７改訂 資料１－１（３）

【再掲】評価項目及び配点（別途設定Ver.２）

0.5 0.5 0.5 0.5

1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0

0.5 0.5 0.5 0.5

下請優良 0.5 0.5 0.5 0.5

現場技能
者の配置

1.0 0.5 0.5 0.5

※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。
※２）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

1.0

1.56.0

5.0

17点

2.0

1.0 1.0

2.0

1.0

2.0

1.0

2.0

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.0

1.0

1.0

4.0

1.0

1.0

5.0

2.0

1.0

8点

3.0

1.0

3.0

7.0

1.0

3.0

6.0

4点5点

-

-

5.0

100点

30点

実施しない

(50点)
60点

40点

2.5

-

-

2.5点

2.5

1.0

0.5

3.03.07.0

9点

　　Ⅰ型：可/不可
Ⅱ型：　－

(30点)
40点

最
大
加
点
数
2.5

最
大
加
点
数
2.0

最
大
加
点
数
1.5

最
大
加
点
数
2.0

16点

3.0

6.0

8.5点

1.0

1.5

8点

6.0

最
大
加
点
1.0

最
大
加
点
1.5

8点18点16点

作業船対象

ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工，施工者希望型）

施工体制確認型

施工能力評価型

Ⅰ型（標準）、Ⅱ型

Ａランク以外
（資料1-18）
（資料1-19）

Aランク
(資料1-20）
（資料1-21）

Ｓ型（非ＷＴＯ）

技術提案評価型

Ａランク以外
(資料1-22）

Aランク
(資料1-23）

同種工事実績

請負工事成績評定点

優良建設技術者表彰

項　　　目

加算点合計

ヒアリング

施工体制評価点

基礎点

施工計画、技術提案

企業の能力等

優良工事の下請負者表
彰
および現場技能者等の
配置

優良工事表彰

災害対策関係功労者表彰

i-Construction大賞          　　    ※2

同種工事実績

請負工事成績評定点

工事成績評定優秀企業認定

安全管理優良受注者表彰

新技術等に対する取り組み

 ＩＣＴの活用計画

技術者の能力等

CPD（継続教育） 又は専門性の高い
技術者資格（海上構造物工事に限り
海洋・港湾構造物設計士の資格も可）

本店の有無

災害時における協定締結

作業船評価

地域精通度・地域貢献度
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資料１－２

施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2 2

事務所長表彰あり 0.5 1 1

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年）　※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1 3 4

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - 1 -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～2.0
未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
3.0

3 - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

適切に記載されている

不適切である

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

説明が適切である

説明が不適切である

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥×⑮＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬）

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

2

最大
加点数

5.0

2

可

不可

可

不可

-

-

-

-

-

-

可

不可

×1.0

-

-

-

-

--

-

1

4

0

4

0

1 -

3 4

4

3 3

2 2

1 1

0 0

1

0

2 2

00

6 6

5 5

0.5 0.5

0.5

0.25

0.5

0.25

0

-5

1 1

2

2

1 1

2

2

4

2

0

6

5

4

3

2

1

0.5

0.5

4

2

0

-

0.5

1

5

4

3

2

1

0

-5

1

4

3

2

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

最大
加点数

2.5

最大
加点数

4

最大
加点数

4

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

1

5

3

0

6

5

4

3

2

1

0

-5

1

1

④新技術等に対する取り組み

最大
加点数

1.0

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 5 4 4

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

6 6 6

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

2 2

4

2

0

6

最大
加点数

1.0

元
請
能
力

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

0.5

1

6

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

6 6 6

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

6 6

2

0

6

5

4

3

2

1

0

4 4

2 2

0

-

作業船の環境性能 - -

3

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） 2 4 4

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

3 3
3

2

1

1

2

0

2

3

1

⑭施工計画
不可の場
合失格

不可の場
合失格

不可の場
合失格

ヒアリング

⑮監理能力
実施しな

い
実施しな

い
実施しな

い

⑯施工計画

×1.0

×0.75

×0.0

可

不可

×1.0

×0.75

×0.0

可

不可

可

不可

×0.0

×0.75

合     計 40 40 40

施

工

体

系

能

力

最大
加点数

1.5

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度
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資料１－３

施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2 2

事務所長表彰あり 0.5 1 1

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年）　※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1 3 4

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - 1 -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

2.0未

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
3.0

3 - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

2

最大
加点数

5.0

2

1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

0

1

2

3

1

2

1

3

2

1

3

2

1

3 4

2

0.5

0.25

0.5

0.25

0.5 1 1

1

0.5 0.5 0.5

1

0.5

-5 -5 -5

0.5 1 1

2

1 2 2

2 2 2

1 1 1

0 0 0

6

5 5 5

4 4 4

3 3 3

5 4 4

3 2 2

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 5 4 4

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

6 6 6

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

最大
加点数

2.5

最大
加点数

4

最大
加点数

4

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

最大
加点数

1.5

最大
加点数

1.0

最大
加点数

1.0
登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

0 0 0

6 6

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

3 3

1 2

1 1

0

1

2

3

4

5

6

0

2

0

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

1 2

00

22

合     計 40 40 40

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） 2 4 4

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

2

0

4

0

4

0

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

6 6

5

6

0

2

0

2

6

5

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

6 6 0

2

444

3

4

3

4

6

1

2

-

-

-

-

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

- -

作業船の環境性能 - -

3

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

元
請
能
力

施

工

体

系

能

力

技
術
者
の
能
力
等

6

立場
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資料１－４

施工能力評価型（Ⅰ型、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者・建設マスター

海上起重作業管理技士・建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

2.0未

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
3.0

3 -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

適切に記載されている

不適切である

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

説明が適切である

説明が不適切である

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨））＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

11

2

3

0

1

-

-

可

-

2

2

最大
加点数

5.0

-

-

-

11

6

最大
加点数

1.0

0

2

0

2

0

3

6

0

3

5

0.5

0.25

0.5

0.25

最大
加点数

4.0

00

11

8

5

7

1

2

2

1

0.5

1

32

43

54

1

0.5

1 2

④新技術等に対する取り組み

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

施

工

体

系

能

力

技
術
者
の
能
力
等

ヒアリング

⑮監理能力

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

実施しな
い

実施しな
い

⑯施工計画

8

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

3 3

3

4

5

6

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

7 8

立場

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

合     計 40 40

不可

可

-

不可

可

×0.0 ×0.0

×0.75

×1.0

×0.75

×1.0

⑭施工計画
不 可 の
場 合 失
格

不 可 の
場 合 失
格

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

不可不可

可

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） - -

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態 -

作業船の環境性能

--

-

-

-

-

--

最大
加点数

1.0

0.50.5

7

8

2

3

0

1

3

4

5

6

7

評価項目 評価項目
配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 6 6

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

元
請
能
力

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

0

3

6

0

3

6

-5-5

7 8

最大
加点数

2.0
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資料１－５

施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

2.0未
満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
3.0

3 -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋（⑩＋⑪＋⑫＋⑬）

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

-

-

8

1 1

- -

- -

0 0

3 3

2 2

最大
加点数

1.0

5 6

3 3

0 0

21

0.5

0.25

0.5

0.25

4

5

7

10.5

最大
加点数

1.0

11

10.5

21

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

-5

0

1

1 2

0.50.5

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

7

7

0

3

0

3

6

2

3

-

合     計 40 40

2
-

-

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） - -

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態 -

作業船の環境性能

- -

- -

2

最大
加点数

5.0

-

-

8

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

3 3

6 6

5 5

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

7 8

立場

4 4

3 3

1 1

2 2

0 0

7

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 6 6

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

8

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

最大
加点数

2.0

最大
加点数

4.0

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

3

4

5

6

6

8

-5

0

1
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資料１－６
技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 1 1

事務所長表彰あり 0.5 0.5 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 0.5 1 2

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - 1 -

自社保有船舶を使用 1 - -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
- -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 - -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～
1.5

1.5 - - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～
1.0

- -

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 - -

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。
※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

技
術
者
の
能
力
等

0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

-5

0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

210.5

- -1

最大
加点数

2.5

- -

-

-5

0

-5

15～1
※2

15～1
※2

1.5

3

1

-1-

000

221

1

0.5

1

最大
加点数

2.0

1 1 1

0

1

22

1

00

0.5
最大

加点数
1.0

0.5

3

0.5

0.25

0.5

0.25

0.5

0.25

1

2

1

2

1

2

最大
加点数

1.0

0.50.50.5

1 1 1

0.50.5

111

111

最大
加点数

2.0

最大
加点数

2.0

-5-5-5

000

000

合     計 60（50） 60（50） 60（50）

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

0.5
最大

加点数
1.0

（30）
40

ヒアリング

⑮監理能力

実施しな
い

実施しな
い

実施しな
い

⑯技術提案に対する理解度

⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。 （30）

40
（30）
40

15～1
※2

作業船の環境性能 1

-

1

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） 1 2 2

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

1 1

1

0.5

1

1

0.5

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

3 3 3

1

2

0

1

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

3 3

1

00

1

0

1.5

3

0

1.5

3

0

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

0.5

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2 2 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2 2 2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

111

222
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資料１－７

技術提案評価型（Ｓ型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者とし
て従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（港湾構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1

⑩地域精通度(本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 1 -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
-

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～
1.5

1.5 - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている
原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足してい
る。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～
1.0

-

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 -

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨)＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

0

-5

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

-

-

1

- -

-

-

3

0

1

2

0.5

1

0.5

1

0

2

00

1 1

0

2

2

1

0

2

1

0

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

2

2

1

1 2

2

1

0

-5

2

1

0

-5

合     計 60（50） 60（50）

×0.0

×0.75

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×1.0

×0.0

1 1

4

0

ヒアリング

⑮監理能力

実施しな
い

実施しな
い

⑯技術提案に対する理解度

4

2

1 -

-1

最大
加点数

2.5

15～1
※2

15～1
※2

×0.75 ×0.75

×1.0×1.0

-5

0

最大
加点数

1.0

0.5

⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。 （30）

40
（30）
40

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門
性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の
資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） - -

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態 -

作業船の環境性能

技
術
者
の
能
力
等

-

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

4 4

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建
設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾
空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配
置　※重複加点しない。

1

-

1

1

1

1

0.5

1

0.5
最大

加点数
1.5

1

0.5

0.5

0.25

-

評価項目 評価項目
配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件
の工種区分）の平均請負工事成績評定点

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

同種性

3 4

立場

2 2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

最大
加点数

2.0

最大
加点数

4.0

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

0.5
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資料１－８

技術提案評価型（Ｓ型、ＷＴＯ、施工体制確認型）［ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）試行（段階選抜方式）］

　［一次審査］ 単位：点

評価基準

より同種性の高い工事の実績あり ［8］

同種性が高い工事の実績あり ［4］

同種性が認められる工事の実績あり ［0］

75点以上 6

70点以上75点未満 4

65点以上70点未満 2

65点未満 0

次に示すいずれかの認定を受けている
・女性活躍推進法に基づく認定等（えるぼし認定企業等）
・次世代法に基づく認定（くるみん認定(旧基準)・くるみん
認定(新基準)・プラチナくるみん認定企業）
・若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業）

1

認定を受けていない 0

より同種性の高い工事の実績あり ［6］

同種性の高い工事の実績あり ［3］

同種性が認められる工事の実績あり ［0］

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

［3］

担当技術者として従事 ［0］

75点以上 ［6］

70点以上75点未満 ［3］

70点未満又は実績なし ［0］

　［二次審査］ 単位：点

評価基準

標準的な内容である等 0

工事の品質確保が図れない等 -5

提案を十分に理解している ×1.0

提案を理解している ×0.75

上記以外 ×0.0

★★Ｓ型、ＷＴＯ（通常型）の場合

　■加算点＝⑥✕⑦（1着目点あたりの評価）

　※　通常の内容（二次審査の内容）により評価を行う。

★★表中［　］書きは、Ｓ型、ＷＴＯを対象にワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）の試行工事を段階選抜方式により行う場合。

　■加算点＝一次審査（①＋②＋③＋④＋⑤），二次審査（⑥✕⑦（1着目点あたりの評価））

　※１　段階選抜方式により、一次審査と二次審査により評価を行う。

　※２　一次審査では企業の能力、技術者の能力等にかかる事項の評価を行い、その結果（評価点）に基づき、選定（５者～１０者程度）を行う。

　※３　二次審査では、選抜した企業に対し技術提案を求め、通常どおり技術提案の評価を行う。

⑦ヒアリング 技術提案に対する理解度 実施しない

合     計 50

合     計 ［30］

評価項目 配点

⑥技術提案（２ﾃｰﾏについて、１ﾃｰﾏ当たり３着目点の記述を求め
る。）

25点×3着目点×2ﾃｰﾏ=150点、50点に換算（少数2位四捨五
入）

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上等）
の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性等の観
点から評価する。

25～1
※

50

技
術
者
の
能
力
等

④過去15ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性 ［6］

［15］
立場 ［3］

⑤過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、
港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点

［6］

評価項目 配点

企
業
の
能
力
等

①過去15ヶ年度以降に申請された同種工事実績 ［8］

［15］

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、
港湾土木工事）の平均請負工事成績評定点

［6］

③ワークライフバランス推進企業 ［1］
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資料１－９

施工能力評価型（Ⅱ型、Ａランク以外対象、非施工体制確認型（予定価格1,000万円未満）） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり - - -

事務所長表彰あり - - -

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（港湾構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

- - -

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1.5 2 3

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - 1 -

自社保有船舶を使用 1 - -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
- -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 - -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
1.5

1.5 - - - - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
1.0

- -

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 - -

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

-1

0

3

2

-

0

2

1.5 3

3

0
3

-

-

-

-

-

-

4

5

6

0

2

0

1

0

-5

0

1

3

-5

2

0

6

5

4

3

2

4 4

2

0

2

2

4

最大
加点数

1.0

0.5

0

0.5

0.25

0.5

0.25

0.5

0.25

0

1

2

3

4

-

-

-

2

1

0.5

1

最大
加点数

1.0

最大
加点数

1.0

-

-

-

-

-

- - -

-

-

-

-

-

-

-5

0

1

22

1

-

6

0

1

2

3

-5

0

3

4 4

3

4

2

4

0

2

4

5

6

5

6

0

2

4

5

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

合     計 30 30 30

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

- -

作業船の環境性能 - ---

--

-

1

0.5

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） 2 3

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

6

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

6 6 6

5

6

0

2

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

6 6

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

- -

最大
加点数

2.5

1

1

-5

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

-

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

-

-

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 4 4 4

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

6 6 6

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

元
請
能
力

施

工

体

系

能

力

-5

0
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資料１－１０

施工能力評価型（Ⅰ型：施工計画重視型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

65点以上75点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2 2

事務所長表彰あり 0.5 1 1

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1.5 1 2

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - 1 -

自社保有船舶を使用 1 - -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
- -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 - -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～
1.5

1.5 - - - - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～
1.0

- -

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 - -

現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体
的で適切に記載されている

現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記
載されている

適切に記載されている

共通仕様書等と同じ内容である

不適切である

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

説明が適切である

説明が不適切である

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

0.5

0.25

0.5

0.25

1

0.5

最大
加点数

1.5

最大
加点数

1.0

最大
加点数

1.0

11

21

1.51.5

00

0.5

11

0.5

11

00

33

22

11

00

2

0

2

0

3

1 -

3

6

10

6

10

×0.0

×1.0

--

--

0

3

6

10

×0.75

×1.0

不可

0

不可

可

×0.0

×0.75

不可

1

1

1

最大
加点数

2.5

不可

可

×0.0

×0.75

×1.0

1

0.5

1

0

1.5

3

不可

可

不可

0

2

2

1

1

-5

0

0.5

1 1

110.5

0.50.5

1

1 2 2

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

1

0.5

0

1

0

-5

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） 2 2

最大
加点数

2.5

最大
加点数

4.0

1

0

0.5

1

-5

0

1

0

0.5

1

0.5

合     計 40 40 40

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

⑭施工計画（２項目について記述を求める。10×2=20点） 20 20 20

ヒアリング

⑮監理能力
実施しな

い
実施しな

い
実施しな

い

⑯施工計画

- -

作業船の環境性能 - -

1

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

2

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

3

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

3 3 3

0

1

0

0.5

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

2 3

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置　※重複加点しない。

1 1

-

0

2

1.5

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

（港湾土木）

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

最大
加点数

4.0

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

11

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 1 1 1

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

1 1 1

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

2

2
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資料１－１１

施工能力評価型（Ⅰ型：チャレンジ型、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり 2 2 2

同種性の高い工事の実績あり 1 1 1

同種性が認められる工事の実績あり 0 0 0

75点以上 1 1 1

65点以上75点未満又は実績なし 0 0 0

65点未満 -5 -5 -5

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり - - -

局長表彰あり - - -

事務所長表彰あり - - -

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない) - - -

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり - - -

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり - - -

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾
関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1 1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり - - - - - -

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター - - -

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター - - -

より同種性の高い工事の実績あり 1 1 1

同種性の高い工事の実績あり 0.5 0.5 0.5

同種性が認められる工事の実績あり 0 0 0

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

1 1 1

担当技術者として従事 0 0 0

75点以上 1 1 1

70点以上75点未満 0.5 0.5 0.5

70点未満又は実績なし 0 0 0

局長表彰あり - - -

事務所長表彰あり - - -

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（港湾構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1 1 1 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 0.5 0.5 0.5 0.5 1 1

協定締結している 1 1 1

協定締結していない 0 0 0

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり 0.5 0.5 0.5 0.5 - -

自社保有船舶を使用 - - -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） - - -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし - - -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

- - - - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている
原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足してい
る。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

- - -

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし - - -

現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体
的で適切に記載されている

15 15 15

現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記
載されている

10 10 10

適切に記載されている 5 5 5

共通仕様書等と同じ内容である 0 0 0

不適切である 不可 不可 不可

十分な監理能力が確認できる ×1.0 ×1.0 ×1.0

一定の監理能力が期待できる ×0.75 ×0.75 ×0.75

上記以外 ×0.0 ×0.0 ×0.0

説明が適切である 可 可 可

説明が不適切である 不可 不可 不可

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

作業船評価
対象

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

1

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
非対象

（港湾土木以外）

2

1

企
業
の
能
力
等

-

作業船評価
非対象

（港湾土木）

2

1

合     計 40

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結）

⑭施工計画（２項目について記述を求める。15×2=30点） 30

ヒアリング

⑮監理能力
実施し
ない

⑯施工計画

-

1

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の環境性能 -

-

-

30

実施し
ない

40

2

1

-

1

30

実施し
ない

40

1

--

- -

-

-

2

1

--

-

1

2

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

④新技術等に対する取り組み

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門
性の高い資格（港湾構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士
の資格も可）から選択。

作業船の保有形態

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建
設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾
空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配
置 ※重複加点しない。
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資料１－１２

施工能力評価型（Ⅰ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

評価基準

より同種性の高い工事の実績あり 2

同種性の高い工事の実績あり 1

同種性が認められる工事の実績あり 0

75点以上 2

70点以上75点未満 1

65点以上70点未満又は実績なし 0

65点未満 -5

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり -

局長表彰あり -

事務所長表彰あり -

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない) -

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり -

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり -

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾
関連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり - -

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター -

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター -

より同種性の高い工事の実績あり 1

同種性の高い工事の実績あり 0.5

同種性が認められる工事の実績あり 0

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者とし
て従事

1

担当技術者として従事 0

75点以上 2

70点以上75点未満 1

70点未満又は実績なし 0

局長表彰あり -

事務所長表彰あり -

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している -

協定締結していない -

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

- -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている
原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足してい
る。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

-

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし -

現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体
的で適切に記載されている

15

現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記
載されている

10

適切に記載されている 5

共通仕様書等と同じ内容である 0

不適切である 不可

十分な監理能力が確認できる ×1.0

一定の監理能力が期待できる ×0.75

上記以外 ×0.0

説明が適切である 可

説明が不適切である 不可

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

40

30

評価項目 配点

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

-

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

-

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

実施しない

⑯施工計画

2

立場

-

-

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

2

-

-

合     計

⑭施工計画（２項目について記述を求める。15×2=30点）

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建
設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾
空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配
置 ※重複加点しない。

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

作業船の環境性能

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門
性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士
の資格も可）から選択。

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結）

ヒアリング

⑮監理能力

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

同種性

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

施
工
体
系
能
力

元
請
能
力
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資料１－１３

技術提案評価型（Ｓ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Aランク以外、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり 2 2 2

同種性の高い工事の実績あり 1 1 1

同種性が認められる工事の実績あり 0 0 0

75点以上 1 1 1

65点以上75点未満又は実績なし 0 0 0

65点未満 -5 -5 -5

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり - - -

局長表彰あり - - -

事務所長表彰あり - - -

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない) - - -

8i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり - - -

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり - - -

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1 1 1 1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり - - - - - -

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター - - -

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター - - -

より同種性の高い工事の実績あり 1 1 1

同種性の高い工事の実績あり 0.5 0.5 0.5

同種性が認められる工事の実績あり 0 0 0

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

1 1 1

担当技術者として従事 0 0 0

75点以上 1 1 1

70点以上75点未満 0.5 0.5 0.5

70点未満又は実績なし 0 0 0

局長表彰あり - - -

事務所長表彰あり - - -

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1 1 1 1 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 0.5 0.5 0.5 0.5 1 1

協定締結している 1 1 1

協定締結していない 0 0 0

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり 0.5 0.5 0.5 0.5 - -

自社保有船舶を使用 - - -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） - - -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし - - -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

- - - - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

- - -

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし - - -

標準的な内容である等 0 0 0

工事の品質確保が図れない等 -5 -5 -5

十分な監理能力が確認できる ×1.0 ×1.0 ×1.0

一定の監理能力が期待できる ×0.75 ×0.75 ×0.75

上記以外 ×0.0 ×0.0 ×0.0

提案を十分に理解している ×1.0 ×1.0 ×1.0

提案を理解している（懇談会は×0.5） ×0.75 ×0.75 ×0.75

上記以外 ×0.0 ×0.0 ×0.0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

作業船評価
対象

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

1

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

-

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

-

評価項目 評価項目

配点

- -

作業船評価
非対象

（港湾土木）

合     計 50（40）

-

⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。

15～1
※2

（30）
40

50（40）

ヒアリング

⑮監理能力

実施し
ない

⑯技術提案に対する理解度

15～1
※2

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態 -

-

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

-

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結）

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

2

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

1

1

作業船の環境性能 -

作業船評価
非対象

（港湾土木以
外）

2 2

1 1

- -

2 2

実施し
ない

実施し
ない

50（40）

1 1

- -

1 1

-

（30）
40

15～1
※2

（30）
40

-

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

④新技術等に対する取り組み

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置。 ※重複加点しない。

 
26



資料１－１４

技術提案評価型（Ｓ型：チャレンジ型、非ＷＴＯ、Ａランク、施工体制確認型） 単位：点

評価基準

より同種性の高い工事の実績あり 2

同種性の高い工事の実績あり 1

同種性が認められる工事の実績あり 0

75点以上 2

70点以上75点未満 1

65点以上70点未満又は実績なし 0

65点未満 -5

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり -

局長表彰あり -

事務所長表彰あり -

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない) -

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり -

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり -

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり - -

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター -

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター -

より同種性の高い工事の実績あり 1

同種性の高い工事の実績あり 0.5

同種性が認められる工事の実績あり 0

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者とし
て従事

1

担当技術者として従事 0

75点以上 2

70点以上75点未満 1

70点未満又は実績なし 0

局長表彰あり -

事務所長表彰あり -

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している -

協定締結していない -

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） -

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

- -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている
原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足してい
る。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

-

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし -

標準的な内容である等 0

工事の品質確保が図れない等 -5

十分な監理能力が確認できる ×1.0

一定の監理能力が期待できる ×0.75

上記以外 ×0.0

提案を十分に理解している ×1.0

提案を理解している ×0.75

上記以外 ×0.0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭×⑯）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

評価項目 配点

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

-

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

-

④新技術等に対する取り組み

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

⑭技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。

15～1
※2

（30）
40

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） -

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態 -

作業船の環境性能 -

ヒアリング

⑮監理能力

実施しない

⑯技術提案に対する理解度

合     計 50（40）

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

2

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

2

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建
設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾
空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配
置。　※重複加点しない。

-

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門
性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士
の資格も可）から選択。
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資料１－１５

技術提案評価型（Ｓ型：地元企業活用審査型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満
工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾
空港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

- 1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 1 -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
-

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～
1.5

1.5 - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～
1.0

-

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 -

90%以上

70%以上90%未満

70%未満

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑯）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。
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00
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最大
加点数

1.0

0.5
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0.5

1

1

0.5

1

2

2

1

1 2

2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2 2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

最大
加点数

1.5

最大
加点数

3.0

優良工事表彰（参加要件の工種
区分）（2ヶ年）

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

2

-5

0

1

2

0

1

2

1

-5

0

1

2

0

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

3

立場

4

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置。 ※重複加点しない。

1 1
0.50.5

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

4

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

3

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

④新技術等に対する取り組み

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

-

作業船の環境性能

-

-

-

-

- -

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） - -

（30）
40

-

2 2

0

1

2

15～1
※２

-5

0

実施しな
い

⑰技術提案に対する理解度

合     計 60（50） 60（50）

ヒアリング

⑯監理能力

実施しな
い

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

技
術
者
の
能
力
等

⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。 （30）

40

⑭地元企業活用率

0

1

2

15～1
※２

-5

0

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態
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資料１－１６

技術提案評価型（Ｓ型：地域精通度評価型、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1 2

事務所長表彰あり 0.5 1

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1 1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

監理（主任）技術者又は現場代理人として３件以上の実
績あり

監理（主任）技術者又は現場代理人として１件以上の実
績あり又は担当技術者として３件以上の実績あり

上記以外

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

－ 1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり - -

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり - -

自社保有船舶を使用 1 -

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～

1.0未
-

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0 -

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～
1.5

2 - - -

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～
1.0

-

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0 -

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（（⑥×⑮）＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭（⑮×⑰）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

15～1※２ 15～1※２

1-

-

1

最大
加点数

2.5

1

-

-

-

-

--

-

-

-

-

-5-5

0 0

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

0.5

1

0

0.5

1

0.50.5

1 1

0

1

1

最大
加点数

1.0

0

1

0

1

0

1

2

0

1

2

0.5
最大

加点数
1.5

0.5

0.5

0.25

0.5

0.25

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

0

1

2

0

1

2

-5

0

1

2

-5

0

1

2

10.5

1

1

1

0.5

-

合     計 60（50） 60（50）

⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求め
る。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。 （30）

40

ヒアリング

⑯監理能力

実施しな
い

実施しな
い

⑰技術提案に対する理解度

（30）
40

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態 -

作業船の環境性能 -

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

×1.0

1

4 4

⑧過去４ｹ年度における北陸地方整備局管内における工事実績
（工事内容に応じて港湾又は海岸or空港から選択）

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

21

2

2

1

1

0

2

4

0

2

4

評価項目 評価項目

配点

作業船評価
対象

作業船評価
非対象

最大
加点数

2.0

最大
加点数

4.0

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

同種性

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

3 3

1

企
業
の
能
力
等

技
術
者
の
能
力
等

2 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2 2

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置。 　※重複加点しない
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資料１－１７

特定専門工事審査型（非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

評価基準

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※6 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者とし
て従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑩地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり -

協定締結している

協定締結していない

⑫災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 1

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出）
0～1.0
未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※３、※４

0～1.5 1.5

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されている
原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足してい
る。（出資比率に乗じて算出）※２、※３、※４

0～1.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

現場特性等が整理され、それに十分対応して、具体
的で適切に記載されている

現場特性等が整理され、それに対応して、適切に記
載されている

適切に記載されている

共通仕様書等と同じ内容である

不適切である

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤）＋（⑥＋⑦＋⑧＋⑨）＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋（⑭＋⑮）

※１）１提案当りの評価

※２）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※３）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※４）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※５）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※６i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

-

-

0.5

1

1

0

3

10

-5

0.5

0.25

最大
加点数

1.5

1

最大
加点数2.5

1

0

2

4

0

1

0

1

2

0.5

2

1

0

2

1

0

-5

1

1

0.5

1

1

評価項目 配点

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 2

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

2

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

最大
加点数

2.0

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

④新技術等に対する取り組み

⑤優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マ
スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

0.5

10

合     計 50

⑪地域貢献度（災害時等における協定締結） -

⑭技術提案（１ﾃｰﾏについて、１ﾃｰﾏ当たり３提案の記述を求める。）
　15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、20点に換算（少数2位四捨五入）

　評価基準は、技術提案評価型（Ｓ型）に同じ。

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。

20

⑬作業船評価
　※主たる工種で設定
　※５

作業船の保有形態

-

0

15～1
※１

6⑮特定専門工事の施工計画（1項目について記述を求める。）

　評価基準は、施工能力評価型（Ⅰ型・施工計画重視型）に同じ。

失格

⑥過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

3

⑨過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門
性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士
の資格も可）から選択。

立場

⑦過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

4

⑧過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建
設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾
空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配
置。 　※重複加点しない

1

作業船の環境性能

-
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資料１－１８

施工能力評価型（Ⅰ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）
（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） 表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～2.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～3.0 3

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

適切に記載されている 可

不適切である 不可

十分な監理能力が確認できる ×1.0

一定の監理能力が期待できる ×0.75

上記以外 ×0.0

説明が適切である 可

説明が不適切である 不可

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。
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⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の
平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助
者に限る）

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術
者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優
良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しな
い

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高
い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から
選択。

6

3

評価項目

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 3

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点

配点(作業船評価対象）

6

優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ
年）

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

最大
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登録基幹技能者等の配置・建設マスター等
の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

④新技術等に対する取り組み
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⑤ＩＣＴの活用計画

①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品

2

0

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

40

不可の場合
失格

ヒアリング

⑯監理能力

実施しない

⑰施工計画

-

0

2
2

合     計
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作業船の環境性能
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資料１－１９

施工能力評価型（Ⅱ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）
（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） 表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 1

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～2.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～3.0 3

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。
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2

最大
加点数

2.5

2

0
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立場

⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の
平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助
者に限る）

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高
い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から
選択。

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術
者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優
良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しな
い
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6
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⑥優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

登録基幹技能者等の配置・建設マスター等
の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ
年）
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　※４
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⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

6

合     計 40
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資料１－２０

施工能力評価型（Ⅰ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港関係）
（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰（2ヶ年） 表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり -

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～2.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～3.0 3

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

適切に記載されている

不適切である

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

説明が適切である

説明が不適切である

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。
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⑥優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置

元
請
能
力

④新技術等に対する取り組み

⑤ＩＣＴの活用計画

施
工
体
系
能
力

登録基幹技能者等の配置・建設マスター等
の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

合     計 40

⑮施工計画
不可の場合
失格

ヒアリング

⑯監理能力

実施しない

⑰施工計画

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 5

-

7

立場

⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区分）の
平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助
者に限る）

3

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性の高
い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格も可）から
選択。

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）
等の各表彰

0.5

1

1

0.5

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設技術
者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優
良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※重複加点しな
い

優良工事表彰（参加要件の工種区分）（2ヶ
年）

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有形態

作業船の環境性能

7

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

評価項目 配点(作業船評価対象）

6

最大
加点数

2.0

①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品
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資料１－２１

施工能力評価型（Ⅱ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ
年）

認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空
港関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※5 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰
（2ヶ年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

80点以上

78点以上80点未満

76点以上78点未満

74点以上76点未満

72点以上74点未満

70点以上72点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり -

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 2

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～2.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※２、※３

0～3.0 3

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※１、※２、※３

0～2.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭

※１）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※２）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※３）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※４）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※５）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

配点(作業船評価対象）

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 5

評価項目

企
業
の
能
力
等

③過去○ヶ年度における北陸
地方整備局（港湾空港関係）等
の各表彰

最大
加点数

2.0

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要
件の工種区分）の平均請負工事成績評定点

6

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

2

元
請
能
力

1

6

5

4

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良
建設技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局
（港湾空港関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術
者の配置。　※重複加点しない

3

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専
門性の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計
士の資格も可）から選択。

立場

技
術
者
の
能
力
等

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

7

⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種
区分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理
人又は専任補助者に限る）

7

3

5

0

2

0

合     計 40

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結） -

作業船の環境性能

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※４

作業船の保有

-

-
地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

-

-

施
工
体
系
能
力

⑥優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マ

スター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

0.5

1

1

0

2

④新技術等に対する取り組み

⑤ＩＣＴの活用計画

①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品

0.5

0.25

0.5

5

3

0

1

3

2

1

0

-5

2

最大
加点数5.0

2

0.5
最大

加点数
1.0

1

2

3

0

1

3

4

5

6

7
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資料１－２２
技術提案評価型（Ｓ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、非ＷＴＯ、Ａランク以外対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港
関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰（2ヶ
年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり 0.5

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり -

自社保有船舶を使用 1

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～1.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～1.5 1.5

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～1.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（（⑦×⑯）＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰）

※１）配点覧の（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価。

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８）i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

合     計 60（50）

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。

⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり3案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

ヒアリング

⑯監理能力

評価項目

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 1

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の
工種区分）の平均請負工事成績評定点

配点(作業船評価対象）

1.5

企
業
の
能
力
等

④新技術等に対する取り組み

⑤ＩＣＴの活用計画

①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品

2

③過去○ヶ年度における北陸地
方整備局（港湾空港関係）等の
各表彰

最大
加点数

1.5

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

0

2

1

1

⑥優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マス

ター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

元
請
能
力

施
工
体
系
能
力

-5

0.5

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態

1

作業船の環境性能

0

1

最大
加点数

1.0

1

2

3

3

技
術
者
の
能
力
等

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

0.5

0.25

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性
の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格
も可）から選択。

立場

⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区
分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は
専任補助者に限る）

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

同種性

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設
技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港
関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※
重複加点しない

1

1.5

3

0

1

0

0.5

1

×0.0

×0.75

×1.0

×0.0

×0.75

-

-5

0

×1.0

1

最大
加点数2.5

1

15～1※2

⑰技術提案に対する理解度

0

1

1.5

0

0.5

1

0.5

0.5

1

1

0.5

1

0

（30）
40

実施しない
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資料１－２３

技術提案評価型（Ｓ型：ＩＣＴ活用型（ＩＣＴ浚渫工）、非ＷＴＯ、Ａランク対象、施工体制確認型） 単位：点

評価項目

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

75点以上

70点以上75点未満

65点以上70点未満又は実績なし

65点未満

工事成績評定優秀企業認定（1ヶ年） 認定あり

局長表彰あり 1

事務所長表彰あり 0.5

災害対策関係功労者表彰（港湾空港
関係）（2ヶ年）

局長表彰あり(優良工事表彰との重複評価はしない)

i-Construction大賞（2ヶ年） ※8 i-Con大賞（国交大臣賞、優秀賞）あり

安全管理優良受注者表彰（2ヶ年） 表彰あり

ＮＥＴＩＳ登録「－V（-VR,-VEを含む）,A」技術又は港湾関
連民間技術評価制度の認定技術の活用あり

1

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する

左記の①～⑤の全ての段階で全面的に活用する計
画ではない、又は活用しない

優良工事における下請負者表彰（2ヶ
年）

表彰あり

登録海上起重基幹技能者又は建設マスター

海上起重作業管理技士又は建設ジュニアマスター

より同種性の高い工事の実績あり

同種性の高い工事の実績あり

同種性が認められる工事の実績あり

監理（主任）技術者、現場代理人又は専任補助者と
して従事

担当技術者として従事

75点以上

70点以上75点未満

70点未満又は実績なし

局長表彰あり

事務所長表彰あり

CPDの場合：20単位以上の取得あり
専門性の高い資格の活用（海上構造物工事に限り、
海洋・構造物設計士の資格も追加）：資格の有無

1

⑪地域精通度（本店の有無） 当該県内（地域内）に本店あり －

協定締結している

協定締結していない

⑬災害時に活用できる作業船の保有状況 災害復旧・復興に活用できる作業船の保有あり －

自社保有船舶を使用 1

共有船舶を使用（持分比率に乗じて算出） 0～1.0未満

自社保有船舶又は共有船舶の使用なし 0

作業船の新造
自ら新造し、かつ作業船の財産を所有し環境性能を
満足する（出資比率に乗じて算出）※５、※６

0～1.5 1.5

作業船（自社保有船舶、共有船舶）に設置されてい
る原動機すべてが窒素酸化物放出基準を満足して
いる。（出資比率に乗じて算出）※４、※５、※６

0～1.0

環境基準を満足していない又は証明書の提出なし 0

標準的な内容である等

工事の品質確保が図れない等

十分な監理能力が確認できる

一定の監理能力が期待できる

上記以外

提案を十分に理解している

提案を理解している

上記以外

■加算点＝（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥）＋（⑦×⑯＋⑧＋⑨＋⑩）＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋（⑮×⑰）

※１）表中（　）書きは、技術提案の課題が１テーマの場合。

※２）１提案当りの評価

※３）技術的工夫の余地が小さい工事で、提案数を減じる（３提案から２提案）場合。

※４）作業船の環境性能の評価で、旧基準を満足している場合は配点を１／２とする。例）２点の場合➝２×１／２＝１．０点。

※５）作業船の環境性能の評価で、作業船を当局が定める「遠方」より回航してくる場合は、配点を１／２減ずるものとする。

※６）新造と環境性能の重複した評価はしない。

※７）作業船評価の配点は、少数第１位止め（少数第２位を四捨五入）とする。

※８) i-Con大賞は、同一工事で優良工事表彰を受けている場合、重複評価しない。

配点(作業船評価対象）

企
業
の
能
力
等

①過去１５ヶ年度以降に申請された同種工事実績 1

②過去５ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係、参加要件の
工種区分）の平均請負工事成績評定点

1.5

③過去○ヶ年度における北陸地
方整備局（港湾空港関係）等の
各表彰

最大
加点数

2.0

優良工事表彰（参加要件の工種区
分）（2ヶ年）

最大
加点数

1.0

0.5
施
工
体
系
能
力

⑥優良工事の下請者表彰およ
び現場技能者等の配置 登録基幹技能者等の配置・建設マス

ター等の顕彰
※技能者申請は元請所属でも可

0.5

0

評価項目

合     計 60（50）

ヒアリング

⑯監理能力

実施しない

⑰技術提案に対する理解度

標準案の施工方法等に比べ、技術提案（品質向上
等）の効果が十分期待できるかを、具体性、確実性
等の観点から評価する。

1

0.5

×0.75

×0.0

地
域
精
通
度
・
地
域
貢
献
度

×1.0

×0.75

×0.0

×1.0

⑮技術提案（2ﾃｰﾏ（又は1ﾃｰﾏ）について、1ﾃｰﾏ当たり3提案の記述を求める。）
　【1ﾃｰﾏ】15点×3提案×1ﾃｰﾏ=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　【2ﾃｰﾏ】15点×3提案×2ﾃｰﾏ=90点、40点に換算（少数2位四捨五入）

　◆１ﾃｰﾏ当たり２提案の記述を求める場合
※３

　 配点に重みあり：30点＋15点=45点、30点に換算（少数2位四捨五入）
　 配点に重みなし：15点×2提案=30点

技
術
者
の
能
力
等

立場

⑧過去５ヶ年度の全地方整備局（港湾空港関係、参加要件の工種区
分）の平均請負工事成績評定点（監理（主任）技術者、現場代理人又は
専任補助者に限る）

4

0

2

15～1※2

3

1.5

1

0

0.5

0.25

0

2

1

2

同種性

⑦過去１５ヶ年度以降に申請さ
れた同種工事実績

-5

0.5

1

0.5

1

⑭作業船評価
　※主たる工種で設定
　※７

作業船の保有形態

－

作業船の環境性能

1

⑨過去４ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港関係）の優良建設
技術者表彰、または過去２ヶ年度における北陸地方整備局（港湾空港
関係）の優良工事表彰を受けた工事の監理（主任）技術者の配置。 ※
重複加点しない

⑫地域貢献度（災害時等における協定締結）

⑩過去１ヶ年度における継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況又は専門性
の高い資格（海上構造物工事に限り、海洋・港湾構物造設計士の資格
も可）から選択。

1

最大
加点数2.5

1

1

元
請
能
力

1

（30）
40

-5

1

0

2

－

－

－

－

4

0

1

0

１
(0.5)

④新技術等に対する取り組み

⑤ＩＣＴの活用計画

①３次元起工測量
②３次元数量計算
③ＩＣＴを活用した施工
④３次元出来形測量
⑤３次元データの納品
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